
Public Information Shinshiro

第一次 新城市総合計画スタート!

平成20年度 区長を紹介します

ケーブルテレビ市政番組の名称が「いいじゃん　新城」に決定

戸籍・住民票など交付申請時 

運転免許証など写真付き証明書が必要になります

平成20年度「財政健全化スタート予算」

エコとぴっくす
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今月の人口
平成20年4月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比の合計と
   異動事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 51,728人（－58）

男……… 25,410人（－27）

女……… 26,318人（－31）

世帯数…………16,413世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所

暮らしのカレンダー 緊急医

出生……26人

死亡……43人

転入… 208人

転出… 248人

【文】文化会館　　　【青】青年の家　　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　　【資】歴史資料館　　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　　【開】作手開発センター

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

5月　3日（祝）・4日（祝）

　     5日（祝）・6日（振休）

　　　11日（日）・18日（日）

　　25日（日）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

13 火 夜

平日／午後7時～午後11時

20 火 夜
☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）
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緊急医（午後7時～午後11時）

米田内科

内山医院

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

あいきょうクリニック

森下医院

西新町内科整形外科外科医院

中村医院

今泉病院

高木内科医院

ほうらいクリニック

村松内科

高木内科医院

ちさと医院

静巌堂医院

茶臼山厚生病院

ちさと医院

ながしのクリニック

荻野医院

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

星野病院

静巌堂医院

あいきょうクリニック

おさだファミリークリニック

今泉医院

しんしろフィットクリニック

中根医院

宮本病院

第43回長篠合戦のぼりまつり(～5日)�

憲法記念日�

振替休日

母の日

看護の日

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

アイデア教室【は】

第30回古城まつり

みどりの日

こどもの日�

アイデア教室【は】

体育室親子無料開放(午後)【青】

世界禁煙デー�

（平井）

( 平井 )

(下吉田)

( 富永 )

(緑が丘)

(大野田)

( 布里 )

(東新町)

（的場）

( 栄町 )

（栄町）

( 大野 )

（東新町）

（栄町）

（杉山）

（副川）

( 富沢 )

（杉山）

（長篠）

（長篠）

(下吉田)

( 富永 )

(緑が丘)

( 大野 )

（副川）

(大野田)

( 本町 )

(玖老勢)

( 川路 )

（本町）

( 海老 )

外来のみですので、受診を希望される方は、電話で容態を

事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

9

18

28

金

日

水

夜

昼

夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）

　3月31日（月）、作手総合支所で、

市営バス「つくであしがる線」

出発式が行われました。

　「つくであしがる線」とは、

作手地区内を、曜日ごとに1日4

便巡回するバスで、運賃は一律

200円です。

　穂積市長は、「地区住民の皆

さんに親しまれ、守り育てられ、

利便性の高いものにしていきた

い」とあいさつしました。

市営バス出発式

不正大麻・けし撲滅運動（～6月30日）

端午の節句

禁煙週間（～6月6日）
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４
月
か
ら
「
第
一
次
新
城
市
総
合
計

画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
平
成
17
年
10
月
１
日
に
、
新
・

新
城
市
が
誕
生
し
て
初
め
て
の
総
合
計

画
と
な
り
ま
す
。

　
総
合
計
画
と
聞
い
て
も
、
「
な
に
、

そ
の
計
画
？
」
と
思
っ
た
り
、
「
難
し

く
て
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と
感
じ
た
り

す
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

市
が
目
指
す
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
を
定
め
た
と
て
も
大
切
な
計
画
で
、

す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
切

っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
計
画
を
、
名
実
と
も
に
市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
す
る
た
め
、
計
画
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

※
総
合
計
画
基
本
構
想
は
、
3
月
議
会
で
議
決
さ
れ

　
ま
し
た
。
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旧
３
市
町
村
が
合
併
す
る
と
き
に
、

そ
れ
ぞ
れ
で
作
ら
れ
て
い
た
総
合
計
画

が
あ
り
ま
し
た
。
旧
３
市
町
村
は
、
そ

れ
を
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
の
理
念
は
、
合
併
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
示
し
た
「
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
へ
受
け
継
が
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
次
新
城
市

総
合
計
画
も
、
こ
の
「
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
を
包
含
す
る
計
画
と
し
て
作

ら
れ
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
の
構
成
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
理
念
や
将
来
像
、
市
の
基
本
戦

略
、
行
政
経
営
の
方
針
、
な
ど
を
示
し

た
「
基
本
構
想
」
と
、
将
来
像
を
達
成

す
る
た
め
に
体
系
別
に
示
し
た
施
策
の

基
本
方
針
や
成
果
目
標
、
成
果
指
標
な

ど
か
ら
な
る
「
基
本
計
画
」
、
基
本
計

画
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業

と
展
開
方
法
を
示
す
「
実
施
計
画
」
の

三
層
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基本構想期間11年、基本計画・実施計画（3年・4年・4年）

年　　度

基本構想

基本計画

実施計画

市長任期

市民調査
（進捗度・満足度）

基 本 構 想

基 本 計 画

実 施 計 画

計画の構成図計画の期間

QA
11

総
合
計
画
っ
て

何
で
す
か
？

市
の
今
後
11
年
間
（
平
成
20

年
度
〜
30
年
度
）
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
な
方
針
を
示

す
も
の
で
す
。

※まちづくりの基本理念

※将来像・将来目標

※土地利用の方向

※行政経営の方針

※重点プロジェクトなど

※施策基本方針･成果目標・課題・

　成果指標･主な事業と活動指標など

※基本計画に掲げた目標を達成するための

　具体的な事業とその展開方法など

基本構想（11年）

前期基本計画

マニフェスト

←（3年）→ ←←（4年）→→ ←←（4年）→→

マニフェスト マニフェスト マニフェスト

実施計画（Ⅰ） 実施計画（Ⅱ）

※基本計画・実施計画は、3年・4年・4年のサイクルで見直しを行います。

実施計画（Ⅲ）

中期基本計画 後期基本計画（将来計画）

★ ★ ★ ★

（成果目標・現在値）（成果目標年度） （成果目標年度） （成果目標年度）

後期基本計画（将来計画）

「
市
民
が
つ
な
ぐ
」
と
は
…

　
主
権
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

「
新
た
な
公
共
」
を
基
本
理
念
に
、
互

い
に
手
を
つ
な
ぎ
合
い
、
地
域
社
会
の

将
来
を
見
つ
め
課
題
を
解
決
し
て
い
く

市
民
自
治
の
姿
と
、
地
域
の
豊
か
な
文

化
・
自
然
環
境
に
包
ま
れ
て
、
親
か
ら

子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
て

い
く
郷
土
愛
と
命
の
継
承
、
市
町
村
の

区
域
や
県
境
を
越
え
、
世
界
へ
と
つ
な

が
る
市
民
交
流
の
姿
を
表
し
ま
す
。

QA
22

市
が
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像

（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）は

何
で
す
か
？

「
市
民
が
つ
な
ぐ

　
　
山
の
湊

　
　
　
　
創
造
都
市
」
で
す

●印は市長選挙、★印は市民意向調査を示す

第一次　新城市総合計画第一次　新城市総合計画

ひ

　
と

み

な

と
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QA
33

総
合
計
画
の

特
徴
は
?

真
の
市
民
自
治
社
会
を

目
指
す
た
め
の
計
画
で
す

「
創
造
都
市
」
と
は
…

　
地
域
内
分
権
を
進
め
、
効
率
的
で
戦

略
的
な
行
政
経
営
へ
の
転
換
を
目
指
す

市
政
の
姿
と
、
多
様
性
に
富
ん
だ
市
域

の
文
化
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
人

材
や
価
値
を
創
造
し
続
け
る
姿
を
表
し

ま
す
。

　
今
ま
で
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん

ど
は
、
行
政
が
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
範
囲
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
や
価
値
観
に
合

わ
せ
、
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
公
共
の
担
い
手
を
市
民
の

皆
さ
ん
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
広
げ
る
こ
と

で
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
行
政
と
の
「
協
働
」
に
よ
る
役
割
分

担
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
「
公
共
」
の
あ

り
方
を
見
直
す
こ
と
で
、
地
域
の
自
治

力
を
高
め
、
真
の
市
民
自
治
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

※「公共=行政」の考えで常に領域が変動

※「公共」＝「公（行政）」+「共（行政＋市民）＋共（市民）」

「公共」の領域

「新たな公共」の領域

私 的 領 域

私 的 領 域

市　　民

多様な主体で
担う領域

市　　民

行政が主に担う領域

行　　政

行　　政

旧
来
の
公
共

新
た
な
公
共

公共の概念

「
山
の
湊
」
と
は
…

　
江
戸
時
代
か
ら
三
河
と
信
州
と
を
結

ぶ
交
易
の
要
衝
で
あ
っ
た
新
城
の
「
山

湊
馬
浪
」
の
に
ぎ
わ
い
を
、
第
二
東
名

高
速
道
路
や
三
遠
南
信
自
動
車
道
の
開

通
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
伴

う
総
合
的
な
地
域
力
の
増
進
に
置
き
換

え
、
集
結
す
る
「
人
・
も
の
・
情
報
」

を
、
う
る
お
い
に
満
ち
た
暮
ら
し
の
実

現
と
地
域
の
自
立
へ
と
結
び
、
市
域
の

隅
々
か
ら
地
域
の
魅
力
や
多
様
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
発
信
し
続
け
る
、
中
山

間
地
域
に
お
け
る
新
た
な
暮
ら
し
・
文

化
の
発
信
拠
点
「
山
の
湊
」
と
し
て
発

展
す
る
姿
を
表
し
ま
す
。

み
な
と

さ

ん

そ

う

ば

ろ

う
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市
の
将
来
像
で
あ
る
「
市
民
が
つ
な

ぐ
　
山
の
湊
　
創
造
都
市
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
次
の
４
つ
の
基
本
戦
略
を

定
め
ま
し
た
。

（1）
 

市
民
自
治
社
会
創
造

（2）
 

自
立
創
造

（3）
 

安
全
・
安
心
の
く
ら
し
創
造

（4）
 

環
境
首
都
創
造

　
こ
の
４
つ
の
基
本
戦
略
の
柱
と
な
る

の
が
、
「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
っ
と
も
関
わ
り
の
あ

る
も
の
が
「
市
民
自
治
社
会
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
と
し
て
は
、

市
民
自
治
を
推
進
す
る
た
め
の
「
地
域

計
画
」
の
策
定
と
、
行
政
と
市
民
が
協

働
す
る
、
市
職
員
に
よ
る
「
地
域
担
当

制
度
」
、
地
域
自
治
区
の
設
置
と
、
行

政
区
の
あ
り
方
を
調
査
・
検
討
す
る
「
地

域
内
分
権
と
行
政
区
の
再
編
」
、
市
と

市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
関
係
を
高
め
る

た
め
「
行
政
情
報
の
共
有
」
が
あ
り
ま

す
。
（
下
図
参
照
）

将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
に

①
地
域
計
画
…

 

市
民
自
治
を
推
進
す
る
大
切
な
一
歩
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
区
域
内
の
特

性
や
課
題
に
応
じ
て
、
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
取
り
組
み
を
行
う
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
性
や
地
域
の
将
来
像
、
５
年
〜

10
年
程
度
の
活
動
計
画
な
ど
を
と
り
ま
と

め
、
計
画
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

進
め
る
も
の
で
す
。

 

旧
鳳
来
町
で
取
り
組
ん
で
い
た
「
住
環

境
プ
ラ
ン
」
や
、
旧
作
手
村
で
の
「
集
落

計
画
」
策
定
事
業
の
ほ
か
、
新
市
の
「
め

ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
の
な
か

で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
地
域
担
当
制
度
…

　
「
新
た
な
公
共
」
社
会
に
お
け
る
「
協

働
」
を
進
め
る
た
め
、
地
域
と
行
政
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
、
市
職
員
を
地
域
に
派
遣

し
ま
す
。

　
職
員
は
、
「
地
域
計
画
」
の
策
定
を
積

極
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、
行
政
情
報
の
提

供
と
地
域
課
題
の
共
有
、
課
題
解
決
に
向

け
た
多
様
な
提
案
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
旧
作
手
村
で
「
集
落
担

当
制
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

③
地
域
内
分
権
と
行
政
区
の
再
編
…

　
行
政
区
の
規
模
的
格
差
の
拡
大
や
、
地

域
自
治
組
織
と
し
て
の
機
能
の
低
下
が
各

所
で
み
ら
れ
、
個
々
の
行
政
区
が
、
一
律

に
新
た
な
公
共
の
担
い
手
と
し
て
の
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
者
と
な
る
に
は
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
地
域
自
治
区

の
設
置
」
　
に
向
け
た
動
き
と
連
動
し
て
、

行
政
区
の
あ
り
方
、
地
域
自
治
区
と
の
関

係
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
を
進
め
、

行
政
区
の
再
編
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
行
政
情
報
の
共
有
…

 

公
平
で
透
明
性
の
高
い
行
政
情
報
の
提

供
と
共
有
は
、
市
民
自
治
の
基
礎
と
な
る

地
域
力
の
向
上
や
新
た
な
価
値
観
を
創
出

す
る
前
提
条
件
で
す
。
市
が
整
備
し
た
光

フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
情
報
通
信
基
盤
な
ど
を

活
用
し
、
迅
速
か
つ
積
極
的
な
情
報
共
有

を
可
能
と
す
る
た
め
の
行
政
情
報
の
公
開

ル
ー
ル
を
定
め
、
新
た
な
公
共
を
担
う
主

体
同
士
の
フ
ラ
ッ
ト
な
協
働
を
推
進
し
ま

す
。

　
地
域
自
治
区
と
は
…

　
市
内
全
域
の
一
定
の
区
域
ご
と
に
設
置
し
、
市

長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
分
掌
し
、
地
域
の
意

見
を
市
政
に
反
映
す
る
「
協
働
」
の
た
め
の
新
し

い
仕
組
み
。
市
長
が
選
任
す
る
住
民
で
組
織
さ
れ

る
地
域
協
議
会
と
そ
の
事
務
を
掌
る
事
務
所
で
構

成
さ
れ
る
。
豊
田
市
、
浜
松
市
で
も
施
行
。
（
地

方
自
治
法
第
202
条
の
4
）

①「地域計画」の策定

② 市職員「地域担当制度」の導入

③ 地域内分権と行政区の再編

④ 行政情報の共有

市民自治社会創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ひ

と

み
な
と
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今
回
は
抜
粋
し
た
も

の
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
一
次
総
合
計
画
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た

本
庁
企
画
課
、
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
お
わ
り
に
…

　
こ
の
総
合
計
画
を
も

と
に
、
行
政
と
市
民
の

皆
さ
ん
が
と
も
に
新
し

い
市
の
将
来
像
の
実
現

に
向
か
っ
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
、
望
む
べ
き

市
の
姿
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

まずは、みんなで
話し合ってみよう。

自分たちの地域の将来像は？

自分たちでできることは何？

「行政」におまかせでいいの？

区長や有志、地域担当者

(市職員)が集まって、

計画づくりに取り組むか

どうかを決める。

計画づくりにいたる

手順や取り組む

意義をみんなと

学ぼう。

具体的行動具体的行動

具体的行動

具体的行動

みんなで資料集めをしよう。
自分たちの地域って
どんなところ？

地域の将来像と方針づくり。
計画の素案を作ろう。

素案をみんなで協議。
検討の末、計画書が完成。

5
計画に基づく
まちづくり活動の
実施。

地域の現状や問題点を

探し出し、みんなで共通の

認識を持つ。

女性や若者も参加して意見を

出し合い、まとめる。

アンケートの結果をもとに、

将来像(計画の目標)を決める。

みんなの意見を分析し、

課題や計画を分類する。

地域担当者も参加。役割分担や

スケジュールを決める。

全体会の承認をへて、

「計画書」が完成。

まず、自分たちの地域を

みんなで見て歩いて、

地域の特徴を発見しよう。

アンケートや世代別座談会で

意見を集約。

結果を発表しよう。

将来の地域の魅力ってなに？

目標をスローガンに

してみよう。

計画書素案に対する

意見聴取、地域計画書の

全戸配布、説明会（周知）

地域計画書の市への提出、

市との協議
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野郷むら興し委員会

長篠開発委員会

8

257

301

301

151

151

新城市

鳳来寺山

三河
川合

湯谷温泉

本長篠

新城

飯田線

川合

大野

下吉田

長篠

東名高速

海老

富岡

玖
老
勢

大海

作手高里

作手白鳥

地
域
住
民
意
識
調
査
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
当
初
、
「
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
鳳
来
」
周
辺
の
開
発
計
画
に
伴

い
発
足
さ
れ
た
同
委
員
会
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
住
民
意
識

調
査
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
地
域
の
課
題
が
把

握
さ
れ
、
そ
の
解
決
に
向
け
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。

　
平
成
17
年
、
鳳
来
住
環
境
プ
ラ
ン
策
定
事
業
に
よ
る
助
成
金

交
付
計
画
が
旧
鳳
来
町
で
制
定
さ
れ
た
。
さ
っ
そ
く
応
募
し
た

と
こ
ろ
採
択
を
受
け
、
長
篠
地
区
の
住
環
境
の
向
上
を
図
る
た

め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
地
域
計
画
）
策
定
を
開
始
し
た
。

3
部
会
に
よ
る
事
業
展
開

　
調
査
、
講
演
会
、
分
科
会
、
先
進
地
見
学
な
ど
を
通
じ
、
若

者
の
流
入
・
定
住
を
テ
ー
マ
に
、
現
在
は
３
つ
の
部
会
を
設
立

し
て
事
業
展
開
し
て
い
る
。
「
宅
地
供
給
」
部
会
で
は
、
広
大

な
里
山
公
園
計
画
整
備
に
着
手
し
始
め
、
「
歴
史
遺
産
活
用
」

部
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
選
定
と
看
板
の
設
置
を

始
め
た
。
「
子
育
て
支
援
」
で
は
、
さ
つ
ま
い
も
作
り
や
伝
承

遊
び
な
ど
、
毎
月
の
よ
う
に
事
業
を
開
催
し
、
定
着
し
て
き
た
。

そ
の
他
、
委
員
会
と
し
て
第
二
東
名
IC
の
名
称
要
望
な
ど
、
行

政
機
関
へ
の
提
案
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
地
域
内
自
立
を
目
指
し
て

　
現
在
メ
ン
バ
ー
は
37
人
。
５
つ
の
区

か
ら
の
推
薦
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

自
主
的
に
参
加
し
て
く
れ
る
住
民
の
発

掘
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
為
に

は
、
地
域
内
に
あ
る
各
組
織
を
ま
と
め

る
連
絡
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
多
く
の

住
民
の
参
画
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
部

会
が
自
立
す
る
こ
と
が
願
い
だ
と
、
委

員
会
役
員
は
言
う
。

長篠開発委員会　活動のあゆみ

旧鳳来町で住環境プランに応募・採択

豊橋技術科学大学との意見交換と現地調査

広報紙「長篠開発委員会だより」発刊（現在まで11回発刊）

まちづくり講演会開催

先進地見学

住宅供給、歴史遺産活用、子育て支援の3部会を設置

新城市第1回めざせ明日のまちづくり事業応募・採択

大部川流域調査・分析開始

歴史遺産の現地調査開始

子育て支援グループの「子供教室」事業の開始

歴史看板設置（QRコード付き）・順路案内看板設置

新城市第2回めざせ明日のまちづくり事業応募・採択

森林組合との里山景観整備事業の現地調査実施

里山公園整備（第1期）工事着手

平成17年5月

7･8月

9月

10月

12月

平成18年4月

9月～11月

9月～12月

6月～

平成19年2月～

4月

11月

平成19年2月～

年　　月 主 な 活 動 内 容

詳しくは長篠開発委員会HP　 http://www.mis.ne.jp/̃jyukan/ をご覧ください

自然との共生、地域文化との相乗による潤いのある

町づくりを創造する　長篠開発委員会（鳳来地区）

な が し の
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総合計画でうたわれている「地域計画の策定」と市職員「地域担当
制度」の導入。実は市内いくつかの地域で実践されています。
これから私たちは何をすればよいのでしょうか？
2つの事例を通して「皆さんの地域」の将来を考えてみましょう。

「
地
域
を
知
る
こ
と
」
か
ら
始
め
た
計
画
は
全
60
事
業

 
も
と
も
と
地
域
住
民
同
士
の
交
流

が
盛
ん
だ
っ
た
野
郷
で
、
平
成
13
年
、

集
落
担
当
職
員
と
地
域
住
民
総
出
に

よ
る
「
集
落
計
画
」
づ
く
り
が
始
ま

っ
た
。
ま
ず
は
「
地
域
を
知
る
こ
と
」

か
ら
始
め
、
時
に
は
共
に
汗
を
流
し
、

時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
結
果
、実

に
60
も
の
事
業
が
計
画
さ
れ
た
。

 
23
世
帯
112
人
の
夢
が
詰
ま
っ
た
計

画
は
、
「
美
し
さ
を
追
及
し
た
集
落
づ
く
り
」
、
「
明
る
く
笑

顔
あ
ふ
れ
る
集
落
づ
く
り
」
、
「
老
若
生
き
生
き
集
落
づ
く
り
」

に
区
分
さ
れ
、
そ
の
う
ち
48
の
事
業
が
手
が
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
時
頼
り
に
な
っ
た
の
は
、
区
の
役
員
で
も
あ
る
集

落
担
当
職
員
だ
っ
た

　
寄
り
合
い
の
際
、
「
あ
れ
が
し
た
い
」
「
こ
れ
を
し
よ
う
」

そ
ん
な
話
が
出
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
企
画
書
や
案
内
が
で

き
あ
が
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
「
こ
ん
な
制
度
が
あ
る
」
「
こ
ん

な
補
助
金
も
あ
る
」
と
提
案
し
て
く
れ
、
計
画
の
実
現
に
大
い

に
役
だ
っ
た
の
が
、
野
郷
の
区
の
役
員
で
も
あ
っ
た
集
落
担
当

職
員
の
存
在
。
メ
ン
バ
ー
は
口
を
そ
ろ
え
て
、
本
当
に
頼
り
に

な
る
存
在
だ
と
言
う
。

「
集
う
」
楽
し
さ
で
次
世
代
を
育
成

　
休
日
や
平
日
の
夜
、
活
動
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
も
多
い
。

仕
事
仲
間
や
友
人
か
ら
大
変
だ
ね
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

ま
っ
た
く
気
に
な
ら
な
い
。
し
ん
ど
い
作
業
も
あ
る
が
、
「
集

う
」
楽
し
さ
、
子
ど
も
や
地
域
の
人
の
笑
顔
を
見
る
方
が
数
倍

楽
し
い
。
ま
た
、
活
動
の
お
か
げ
で
世
代
間
の
壁
が
ま
っ
た
く

な
い
。「
世
代
を
超
え
た
命
の
繋
が
り
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
心
温

か
い
地
域
だ
」
と
30
〜
40
代
の
メ
ン
バ
ー
は
誇
ら
し
げ
に
言
う
。

野郷むら興し委員会　活動のあゆみ

旧作手村第5次総合計画に伴い「集落計画」の策定、役
場職員による「集落担当制」開始

環境点検アンケート・環境点検（歩こう会）実施
地域計画策定のための検討および作業開始

野郷の木・花・鳥・魚を公募により制定

明るく美しく活気のある野郷をキーワードに集落計画策定

野郷10景の選奨事業開始・撮影、展示

桜の苑づくり開始
健康講座の開催（年2回開催）

史跡などの調査および史跡マップおよび全域マップの作成

花いっぱい運動の実施（毎年継続事業）

各種スポーツ行事の開催（毎年継続事業）

動植物分布調査と自然ガイドブック作成

新城市第1回めざせ明日のまちづくり事業応募・採択

ゴミステーション（ゴミ集積所）の整備

地域計画に基づく事業を検討、実施（継続事業を含む）

平成13年4月　

平成14年3月　

平成16年8月　

9月　

9月　

10月　

平成17年3月～

4月～

6・7月　

10月　

平成18年4月～
12月　

年　　月 主 な 活 動 内 容

明るく美しく活気ある地域を創造する

野郷むら興し委員会（作手地区）

　
今
回
の
総
合
計
画
で
は
、
私
た
ち
市
民
の
役
割
が
今
ま

で
と
は
少
し
違
う
表
現
で
定
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
と
ら
え
方
に
よ
っ
て
は
「
お
金
が
無
い
か
ら
、

市
民
で
で
き
る
こ
と
は
市
民
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
突

き
放
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
さ
え
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
回
取
材
し
た
皆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
悲
壮
感

な
ど
な
く
、
地
域
の
た
め
の
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
行
っ

て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
「
新
た
な
公
共
」
「
市

民
自
治
社
会
」
と
聞
く
と
、
な
ん
だ
か
難
し
い
こ
と
の
よ

う
な
気
が
し
ま
す
が
、
楽
し
み
な
が
ら
周
り
の
環
境
を
よ

く
す
る
こ
と
だ
と
思
え
ば
、
一
歩
を
踏
み
出
す
き
っ
か
け

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

市
民
編
集
員
か
ら
一
言

の ん ご う

く

つ
ど
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新
年
度
か
ら
、
市
、
愛
知
東
農
業

協
同
組
合
、
農
林
業
公
社
の
3
団
体

が
協
働
体
制
を
取
り
、
互
い
の
役
割

を
補
完
し
、
情
報
の
共
有
化
や
事
務

の
迅
速
性
を
高
め
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
農
業
の
重
要
な
課
題
に
対
処
す
る

た
め
の
業
務
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
事
務
所
は
、
本
庁
仮
庁
舎
１
階
の

農
業
振
興
課
内
に
設
置
し
、
４
月
１

日
（火）
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

業
務
内
容

①
農
地
管
理
相
談
な
ど
の
窓
口
業
務

　
農
地
の
貸
し
借
り
や
売
買
の
相
談
、

ま
た
、
新
た
に
農
業
を
志
す
方
へ
の

相
談
を
行
う
。

②
地
域
水
田
農
業
お
よ
び
担
い
手
育

　
成
に
関
す
る
企
画
・
提
案

　
　
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
水
田
農

　
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
と
提
案
を
実
施

　
　
効
率
的
で
安
定
的
農
業
経
営
を

　
行
え
る
農
業
者
を
育
成
す
る
た
め

　
の
、
検
討
と
提
案
を
実
施

③
農
地
の
集
積
お
よ
び
団
地
化
、
農

　
用
地
利
用
計
画
に
関
す
る
こ
と

　
　
生
産
性
の
高
い
農
業
を
行
う
た

　
め
に
、
農
地
を
集
積
す
る
と
と
も

　
に
、
団
地
化
へ
誘
導

　
　
守
る
べ
き
農
地
を
明
ら
か
に
し
、

　
計
画
的
な
利
用
方
策
を
検
討

④
３
団
体
の
事
業
調
整
に
関
す
る
こ
と

　
　
３
団
体
で
行
え
る
農
業
の
活
性

　
化
に
関
す
る
事
業
調
整
の
検
討
と

　
提
案

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
や
地
域
医
療
の
連

携
強
化
、
第
二
東
名
高
速
道
路
を
活
用
し
た
地
域
経
済

力
の
向
上
な
ど
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
地
域
課
題
に
適
切
に

対
応
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
「
健
康
医
療
部
」
と
「
産

業
立
地
部
」
の
２
つ
の
部
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
健
康
医
療
部
の
「
健
康
課
」
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
に
、
「
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
新
城
市
民
病
院
の
４
階
に
、
産
業
立
地
部
は
、
は
つ

ら
つ
セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
そ
れ
ぞ
れ
事
務
室
を
配
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
「
消
防
本
部
」
は
平
井
地
区

の
国
道
151
号
沿
い
に
新
設
し
た
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
に
、

経
済
部
の
「
森
林
政
策
課
」
は
鳳
来
総
合
支
所
の
１
階

に
移
転
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
森
林
政
策
課
の
移
転
に
と
も
な
い
、
鳳
来
総

合
支
所
の
経
済
建
設
課
の
林
務
関
係
事
務
は
森
林
政
策

課
に
移
管
し
、
ご
み
収
集
や
粗
大
ご
み
の
搬
入
受
け
付

け
な
ど
は
生
活
衛
生
課
に
集
約
す
る
な
ど
、
一
部
の
事

務
で
担
当
す
る
部
課
を
変
更
し
ま
し
た
。

■本
●問

農
業
振
興
課
　
☎
23
‐
7
6
3
3

■本
●問

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

新設した部の主な事務内容

担当する部署を変更した主な事務

部

事　　務　　内　　容 これまでの担当課 4月1日以降の担当課

課　など 主　な　事　務　内　容 配置場所・連絡先

健　康
医療部

産　業
立地部

健　康　課

地 域 医 療
支援センター�

（へき地医療支援室）

作手診療所

誘　致　課

生活環境部
環境課�

（市民体育館　1階）

開　発　課

○  健康管理、健康増進に関すること
○  健康増進事業に関すること
○  生活習慣病予防に関すること�
○  成人、母子、精神保健に関すること
○  予防接種に関すること

○  地域医療、へき地医療に関すること
○  救急医療に関すること
○  休日診療所に関すること
○  夜間診療所に関すること
○  訪問看護ステーションに関すること

○  患者の診療に関すること
○  施設の維持管理に関すること

○  企業の立地、誘致に関すること
○  企業立地の支援に関すること

○  企業用地の開発に関すること
○  愛知県企業庁、企業との連絡調整に
　　関すること
○  勤労者住宅の確保に関すること

　○　ごみ収集に関すること
　○　粗大ごみの搬入受付に関すること
　○　生活環境委員に関すること

◆ 鳳来地区の林務関係の事務
　○　林業振興に関すること
　○　森林の整備に関すること
　○　保安林、保安施設に関すること
　○　林道事業の施行に関すること
　○　治山、治水に関すること
　　　など�                                 

◆ 新城地区の林務関係の事務
　○　林業振興に関すること
　○　森林の整備に関すること
　○　保安林、保安施設に関すること
　○　林道事業の施行に関すること
　○　治山、治水に関すること
　　　など

新城保健センター
（矢部）
電話23-8551

新城市民病院　4階�
（北畑）
電話23-7602

しんしろはつらつセンター�
（市役所西館）
電話23-7607

（誘致課）
電話23-7608

（開発課）

作手診療所（作手高里）
電話37-2133

鳳来総合支所
経済建設課

経済部
森林政策課　�

（しんしろはつらつセンター）

生活環境部　生活衛生課
（クリーンセンター）
電話22-0521

経済部　森林政策課
（鳳来総合支所　１階）

電話32-1975

経済部　森林政策課
（鳳来総合支所　１階）

電話32-1975

担当課の変更はありませんが、課の配置場所を移転しましたので、

お手数ですが相談・申請など鳳来総合支所までお越しください。

に

な
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市　　長

副 市 長
総　務　部

企　画　部

市　民　部

福　祉　部

健康医療部

経　済　部

総務課
：東庁舎　2階
総務課以外の課�
：市民体育館　2階

健康課�
 ：新城保健センター�
地域医療支援センター�
：市民病院　4階

農業振興課�
：仮庁舎　1階�
 商工課�
：勤労青少年ホーム

環境課�
：市民体育館　1階�
 生活衛生課�
：クリーンセンター

本庁舎　2階

東庁舎　2階

本庁舎　1階

市民体育館　2階

東庁舎　3階

第2庁舎　2階

産業立地部

生活環境部

建　設　部

水道事業部

診　療　部

運　営　部

経営管理部

経営管理課

鳳来総合支所
電話32-0511（代表）

本　　　　庁
電話 23-1111（代表）

作手総合支所
電話37-2211（代表）

教　育　部

議会事務局

監査委員事務局

教育委員会

議　　会

監査委員

総 合 支 所 長 総 合 支 所 長

人　事　課

市　民　課

総　務　課

市民安全対策室

財　政　課

契約管財課

企　画　課

秘　書　室

保険医療課

税　務　課

作手診療所

へき地医療支援室

福　祉　課

介護高齢課

児　童　課

健　康　課

養護老人ホーム

地域医療支援センター

農業振興課

商　工　課

誘　致　課

開　発　課

環　境　課

生活衛生課

土　木　課

高規格道路課

用　地　課

都市計画課

水　道　課

下 水 道 課

総　務　課

医療安全対策室

会計管理者

消 防 本 部 消防総務課

議事調査課

地域振興課 地域振興課

市民福祉課

経済建設課

森林政策課

観　光　課

地域整備課

市民福祉課

村誌編さん室

水道事業課

市
民
病
院

じょうほう課

しんしろはつらつセンター

仮庁舎　1・2階

仮庁舎　1階

会　計　課

防災対策課

消　防　署

分署・出張所等

庶　務　課

学校教育課

生涯学習課

文　化　課

スポーツ課
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総
務
課
　
☎
23
‐
7
6
1
1

●問
本

山

川

　
義

孝

坂

部

　
敬

介

大

原

　
正

巳

安

形

　
国

彦

原

田

　
孝

彦

加

藤

　
芳

美

多

田

　
勝

利

亀

甲

　
昌

明

園

原

　
良

弘

小

林

　
弘

昌

白

井

　
諒

俊

長

坂

　
金

吾

老

平

　

　
實

城

所

　
由

勝

鈴

木

　
秀

典

田

中

　
秀

往

竹

下

　
�

進

菅

谷

　
眞

久

小

倉

　
俊

男

�

柳

　

　
勝

加

藤

　
智

久

竹

下

　
勇

男

今

泉

　

　
健

夏

目

　
聖

三

原

田

　
勝

廣

永

井

　
秀

信

近

藤

　
謙

治

松

井

　
通

剛

今

泉

　
利

二

山

本

　
冨

夫

菅

谷

　
忠

司

中

嶌

　

　
豊

渡

�

　
虎

一

鳥

居

　
剛

紀

天

野

　
己

彦

松

下

　
範

文

早

川

　

　
弘

伊

�

　
奉

司

加

藤
　
末
四
郎

蒔

田

　
嘉

延

滝

川

　
秀

明

栗

野

　
二

六

原

　

　
克

彦

荒

川

　
勝

巳

山

口

　

　
昇

梅

岡

　
和

之

�

田

　
志

彦

伊

藤

　
正

宏

山

本

　
利

光

安

形

　
有

司

河

上

　
尚

司

杉

山

　
則

博

渡

邉

　

　
羌

梶

本

　
正

�

中

西

　
光

弘

戸

田

　
喜

章

河
守
田
　
克
宏

東

新

町

西

新

町

本

町

入

船

新
城
中
町

栄

町

橋

向

的

場

弁

天

片

山

徳

定

山

臼

子

今

出

平

諏

訪

杉

山

石

田

野

田

中

市

場

大

野

田

稲

木

豊

島

川

田

川

田

原

上
市
場
東
住
宅

上
市
場
西
住
宅

平

井

上

平

井

矢

部

富

沢

富

永

大

宮

牛

倉

須

長

浅

谷

出

沢

横

川

大

海

有

海

八

束

穂

竹

広

川

路

緑

が

丘

市

川

塩

沢

鳥

原

吉

川

小

畑

中

宇

利

富
岡
東
部

富
岡
中
部

富
岡
西
部

黒

田

庭

野

一

鍬

田

八

名

井

東
清
水
野

長

篠

西

本

郷

内

金

上

内

金

下

杉

下

芳

ケ

入

富

保

浅

畑

下

平

東

矢

田

寺

林

大

峠

引

地

橋

平

湯

谷

槙

原

ド
ウ
デ
イ

柿

平

玖

老

勢

副

川

門

谷

布

里

只

持

一

色

塩

瀬

島

田

源

氏

恩

原

大

輪

湯

島

海
老
千
原
田

海
老
下
町

海
老
中
町

海
老
丁
塚

海
老
入
洞

海
老
川
売

四

谷

連

合

海
老
山
中

海
老
須
山

海
老
副
川

上

新

戸

中

新

戸

下

新

戸

柿

本

五

反

田

定

国

紺

東

紺

西

大

田

輪

山
吉
田
山
中

小

阿

寺

高

野

新

城

地

区

鳳

来

地

区

加

藤

　
博

之

田

中

　
伸

怡

加
瀬
川
　
春
雄

宮

野

　
勝

人

�

泉

　
和

義

平

田

　
絹

代

鈴

木

　
孝

明

沼

田

　
忠

志

上

野

　
勝

久

宮

田

　
行

信

戸

沢

　
金

一

佐

藤

　
貞

雄

清

水

　
忠

雄

鈴

木

　

保

林

　

今
朝
美

上

田

　
一

夫

佐
々
木
　
増
三

鈴

木

　
規

晋

佐
々
木
　
勝
昭

長
谷
川

　岩

二

鈴

木

　
英

夫

筒

井

　
紹

夫

杉

下

　
智

彦

原

　

　
安

廣

河

合

　
英

男

筒

井

　
洋

治

遠
山
　
竹
比
古

山

川

　

　
忠

安

藤

　
保

男

山

川

　
善

雄

小
笠
原
　
正
美

杉

野

　
明

保

今

泉

　
八

郎

松

下

　
　
定

熊

谷

　
常

安

横

畑

　

　
等

村

雲

　
宣

允

原

田

　

　
豊

古

田

　
康

穗

夏

目

　
浩

�

奈
女
田
　
裕
稔

�

木

　
徹

也

峯

野

　
謙

治

峰

野

　
義

夫

長
谷
川
　
正
�

内
山
　
登
志
雄

松

井

　
和

之

仲

原

　
幸

次

馬

塲

　
計

吉

野

末

　
ふ

志

松
井
　
右
左
美

鈴

木

　
正

一

西

野

　
�

次

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名
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行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

鳳

来

地

区

作

手

地

区

藤

原

　
敏

明

平

田

　
喜

好

菅

谷

　
昌

宏

河

田

　
康

宏

森

下

　
裕

夫

松

井

　
暉

治

大

谷

　
卓

三

�

原

　
久

哲

金

原

　
和

男

柿

原
　
喜
久
雄

仁

木

　

　
滿

竹

内

　

　
功

野

澤

　
貞

義

神

谷

　
和

昭

中

村

　
勝

弘

小

澤

　

　
功

中

島

　
正

人

小

河

路

　
進

請

井

　
忠

雄

山

本

　
浩

夫

金

田

　
延

幸

阿
寺
大
沢

上

吉

田

竹

ノ

輪

多

利

野

黄

柳

野

蔵

平

小

川

栗

衣

大

平

本

久

大

野

井

代

能

登

瀬

名

越

名

号

睦

平

細

川

秋
葉
巣
山

七
郷
一
色

鳳
来
川
合

池

場

松

井

　
富

穂

河

合

　
勝

正

齋
藤
　
ま
す
江

小

泉

　
金

史

齊

藤

　
秀

誉

権

田

　
四

郎

森

下

　
孝

幸

清

水

　
和

男

漆

間

　
善

由

梶

　

　
政

次

鈴

木

　
康

光

松

本

　
�

治

加

藤

　
忠

�

權

田

　
雅

幸

尾

藤

　
全

洋

權

田

　
知

宏

竹

下

　

久

山

口

　
武

夫

加

藤

　
芳

範

佐

宗

　
正

人

加

藤

　
正

巳

佐

宗

　

廣

森

　

　
秀

春

梅

村

　
義

一

鈴

木

　
久

雄

小

西

　
定

美

嶋

　

　
米

平

夏

目

　
安

勝

守

義

菅

沼

木

和

田

善

夫

黒

瀬

西

田

原

東

田

原

岩

波

南
中
河
内

北
中
河
内

明

和

長

者

平

鴨

ケ

谷

市

場

作
手
須
山

北

畑

野

郷

作
手
川
合

相

寺

和

田

見

代

戸

津

呂

杉

平

赤

羽

根

小

林

東

高

松

大

和

田

田

代

（
敬
称
略
）

■本
●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
　�
23
‐
７
６
２
3

毎週水曜日午後7時に

番組入れ替え

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

放

送

日
�

　
　
　
あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）
�

　
　
　
つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）
　
”ホ

ッ
“と
情
報
（
2
分
）

4
月
30
日
〜
5
月
7
日

5
月
7
日
〜
14
日

5
月
14
日
〜
21
日

5
月
21
日
〜
28
日

5
月
28
日
〜
6
月
4
日

栄
町
線
開
通
イ
ベ
ン
ト

春
季
市
民
体
育
大
会

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り

古
城
ま
つ
り
（
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、上
級
救
命
講
習
）

消
防
団
操
法
大
会

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介
③

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介
④

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介
⑤

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
紹
介
⑥

鳳
来
中
部
小
学
校
①

つ
く
で
手
作
り
村
（
6
分
に
拡
大
）

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
①

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
②

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
③

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
④

市政番組キャラクター

亀　姫

　
市
政
番
組
の
名
称
決
定
投
票
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
よ
る
投
票
の
結
果
、

「
い
い
じ
ゃ
ん
　
新
城
」

67
票
　

「
”ホ

ッ
“
と
情
報
　
し
ん
し
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
55
票

「
ほ
の
か
　
て
れ
び
」
　 

55
票
　

と
な
り
、
緑
が
丘
地
区
に
お
住
ま

い
の
蓮
尾
恵
子
さ
ん
の
作
品
「
い

い
じ
ゃ
ん
　
新
城
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
お
し
く
も
逃
し
た
２
つ
の
作
品

「
”ホ

ッ
“
と
情
報
　
し
ん
し
ろ
」

と
「
ほ
の
か
　
て
れ
び
」
は
、
コ

ー
ナ
ー
名
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
『
市
政
番
組
「
い
い
じ
ゃ
ん
　

新
城
」
っ
て
、
い
い
じ
ゃ
ん
』
と

い
っ
て
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
番
組
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

毎日5回、15分間放送

（内容は、1週間ごとに更新）

①午前8時　②午後1時

③午後4時　④午後7時

⑤午後11時�  

は

す

お
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市
が
発
注
す
る
「
修
繕
工
事
や
物

品
の
買
い
入
れ
な
ど
、
内
容
が
軽
易

で
小
規
模
な
契
約
」
を
希
望
す
る
方

を
、
登
録
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

小
規
模
業
者
の
方
の
、
受
注
機
会
拡

大
と
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
き
、

　
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
を

　
行
っ
て
い
な
い
方

　
随
時
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
「
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
も
、

　
随
時
、
申
請
の
受
け
付
け
を
行
っ

　
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
契
約
管
財
課
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
案
内
し
て
い
ま

　
す
。

契
約
管
財
課
 
☎
23
‐
7
6
1
4

■本
●問

■本
●問

市
民
課
 

　
　
☎
23
‐
7
6
2
8

■鳳

市
民
福
祉
課
 
☎
32
‐
1
9
8
3

■作

市
民
福
祉
課
 
☎
37
‐
2
2
1
1

児
童
課
 
☎
23
‐
7
6
2
2

　
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の
不
正
な
取
得
に
よ
る

個
人
情
報
の
漏
洩
や
、
不
正
な
使
用
を
防
止
す

る
た
め
、
戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
5
月
1
日

（木）
か
ら
本
庁
市
民
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で
、
本
人
確
認

が
必
須
条
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
健
康
保
険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
も

証
明
書
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
、
市
で

発
行
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
取
得
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
児
童
を
３
人
以
上
養
育
し
て
い
る

世
帯
で
、
第
３
子
以
降
の
０
・
１
・
２
歳
児
の

保
育
園
児
に
か
か
る
保
育
料
を
４
月
か
ら
無
料

に
し
ま
す
。

（
例
）
　
第
１
子
　
中
学
校
２
年
生

　
　
　
　
第
２
子
　
小
学
校
３
年
生

　
　
　
　
第
３
子
　
保
育
園
１
歳
児
↓
無
料

zaisei-kannzai@
city.shinshiro.lg.jp

■本
●問

じ
ょ
う
ほ
う
課
 
☎
23
‐
7
6
2
3

　
平
成
19
年
度
光
フ
ァ
イ
バ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
事
業
で
整
備
し
た
光
フ

ァ
イ
バ
を
、
公
募
で
選
定
し
た
携
帯

電
話
通
信
事
業
者
「

（株）
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
東
海
」
に
貸
し
出
す
（
移
動
通
信

用
鉄
塔
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
の
整

備
）
こ
と
で
、
一
部
の
地
域
で
、
携

帯
電
話
不
通
地
域
が
解
消
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

塩
瀬
地
区

　４
月
15
日

（火）
　
サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定

一
色
地
区

　５
月
末
日
　
 

サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定

　
両
基
地
局
と
も
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
プ
ラ

ス
エ
リ
ア
で
の
エ
リ
ア
拡
大
と
な
り

ま
す
の
で
、
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
プ
ラ
ス
エ
リ

ア
に
対
応
し
て
い
な
い
端
末
機
や

m
o
v
a
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
N
T
T
ド
コ
モ
東
海
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
電
波
を
利
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
両
地
区
内
で
あ
っ
て
も
屋
内

な
ど
で
電
波
の
届
か
な
い
場
所
で
は

ご
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

通
話
エ
リ
ア
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

N
T
T
ド
コ
モ
東
海

☎
0
1
2
0
‐
818
‐
3
5
2

h
ttp

://w
w

w
.d

o
c
o

m
o

-to
ka

i.c
o

.jp
/

フ

ォ

ー

マ

ム

ー

バ

■本
●申
●問

●em

●申

●対

●他

ろ

う

え

い
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民生費
46億7千8百万円

市　税
74億8千9百万円

その他
22億3千3百万円その他

29億9千3百万円

教育費�
17億4千万円

消防費�
20億8千9百万円

土木費�
18億6千百万円

衛生費�
23億円

市　債
20億1千5百万円

県支出金�
12億5千百万円

国庫支出金
9億9千8百万円

諸収入
13億4百万円 公債費�

31億7千百万円

地方交付税�
45億円

総務費�
24億7千8百万円

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

地 域 下 水 道 事 業

宅 地 造 成 事 業

大 野 簡 易 水 道 事 業

財 産 区 （ 20 会 計 ）

小 計

病 院 事 業

水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

農 業 共 済 事 業

小 計

20,550,000

4,932,600

507,600

903,300

3,532,100

217,500

1,242,100

521,200

934,200

8,900

58,400

27,200

235,317

13,120,417

4,928,917

1,797,038

11,914

0

6,737,869

40,408,286

△ 4.1

8.8

△ 88.9

皆増

△ 0.8

15.8

△ 8.2

△ 21.2

13.6

△ 3.3

46.0

△ 5.9

△ 36.3

△ 18.7

△ 0.7

2.3

△12.3

皆減

△ 3.9

△ 9.3

　新市最初の総合計画「山の湊しんしろ経営戦略プラン」の始動の年である平成20年度予算は、「市民が

つなぐ　山の湊　創造都市」を実現していく一歩とし、夜間診療所の設置、へき地医療支援事業、そして

防災行政無線整備といった安全・安心対策や、基盤整備が完了したケーブルテレビの番組放送などの住環

境対策の充実を進めていきます。�

　しかし、財政を取り巻く環境は依然として厳しく、歳入規模に見合った歳出構造へと転換し、効率的な

行財政運営を徹底していく「財政健全化スタート」予算となりました。�

　今回は、新規事業などおもな事業の予算をお知らせします。

会　　　計　　　名

一　　般　　会　　計

合　　　　　　　　計

予算総額（千円） 伸率（%）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企

業

会

計

みなと ひ と
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(1)地域資源の把握� 
　　　　農業振興一般事務経費
  
(2)自然環境の保全・共生・活用�  
　　　◎農地・水・環境保全向上対策事業
  
(3)水源保全と森林の維持活用、河川整備�  
　　　　水を汚さない・ムダにしない事業
  　　　 水源林対策事業
  　　
　　　　森林総合産業の創出事業

　　　 　河川改修事業

(4)循環型社会の構築�  
　　　◎持続可能な市民自治社会推進事業

(5)環境保全体制の構築�  
  　　　　一般公害対策事業

　農地環境保全整備補助金（千枚田）

◇営農活動支援交付金

　合併処理浄化槽設置費補助金
　水源林対策事業補助金
　豊川水源基金水源林保全流域協働事業補助金
　「市民参加の森づくり」推進事業
　人材育成事業
　準用河川五反田川　河川改修工事

　
　エコオフィス推進事業：家庭や事業所への取り組み
　エコアクション推進事業：環境保全・改善活動への取り組み
　エコガバナンス推進事業：市民みんなで取り組む仕組みづくり

　
　水質検査・公害予防経費

�
120千円

 

300千円
 

44,130千円
24,805千円
17,895千円

1,534千円
13,726千円
50,000 千円

 

1,662千円
446千円
554千円

 

666千円

新市まちづくり計画施策体系別 新規事業は◎、新規内容は◇、マニフェスト対応事業は◯、その他はおおむね事業費30,000千円以上の事業を掲載

自然環境の保全と共生のまちづくり1

活力あふれる産業振興のまちづくり2

潤いと快適の住環境をめざすまちづくり3

(1)農林業の振興�   
　　　◎農業経営近代化施設整備助成事業�
　　　
　　　
　　　◎農業振興協働事業�
  　　　 民有林林道事業�
   
　　　　ふるさと林道事業�
   
　　　　小規模林道事業�

(2)商業の振興�   
　　　　商工業者融資対策事業

(3)工業の振興�   
　　　　企業立地推進事業�
　　　◎企業用地等開発推進事業�

(4)観光の振興�   
　　　　自然公園等管理事業�
   
(5)就業支援・雇用対策�   
　　　　勤労者融資対策事業�

　いちご栽培施設導入事業補助金、里芋掘取機導入事業補助金
　家畜ふん尿処理施設導入事業補助金、農業用機械運搬車導入
　事業補助金
　市・農協・農林業公社のワンストップサービス化
　開設事業：松峯線
　改良事業：徳衛線
　改良事業：舟着大沢線
　舗装事業：与良木田峰線、舟着大沢線
　開設事業：善夫愛郷線、登立線、上平井線
　改良事業：塩瀬本線他４路線
　舗装事業：ハマイバ滝ノ入線他４路線
　危険地対策事業：羽布下り沢線

　商工業振興・起業者支援資金等各種預託事業

　企業誘致活動経費
　インター周辺への企業誘致等の検討・調整

　天竜奥三河国定公園等管理事業
◇：三河川合駅前・長篠城駅前トイレ新築工事

　勤労者への住宅・生活資金融資

�
77,165千円

60千円
61,500千円
25,000千円

7,000千円
22,000千円
71,100千円
23,950千円
40,800千円

3,900千円

351,800千円

1,996千円
5,550千円

17,535千円

95,000千円

(1)道路網の整備�   
　　　　道整備交付金事業�

　　　　道路新設改良事業�

(2)公共交通の確保�  
　　　　 バス運行事業�
   

(3)市街地の整備�   
　　　◎準都市計画区域設定事業�
　　　　土地区画整理事業�
　　　　 中心市街地活性化対策事業�

(4)上・下水道の整備  
　　　 【簡易水道事業特別会計】�
　　　　 拡張整備事業費

　市道稲木線、広野薬師前線、八束穂県社線、上平井線、田代
　古戸線
　市道上平井線、柿ノ平長ノ山線、新城インター関連道路、そ
　の他市道
 
　Ｓバス運行事業
◎地域公共交通活性化支援事業：地域公共交通活性化再生総合
　事業補助金
 

　長篠地区における準都市計画区域の指定業務
　田町川土地区画整理組合補助金
　中心市街地活性化対策推進事業
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　【総額】
　大野簡易水道事業
◎作手簡易水道統合事業：統合認可申請図書作成業務

�
416,000千円

268,745千円

87,903千円
35,712千円

13,898千円
9,500千円

349千円

1,242,100千円
435,975千円

7,140千円

マ
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　　　　【農業集落排水事業特別会計】�
   
   
   
   
　　　　【公共下水道事業特別会計】�
　　　　【地域下水道事業特別会計】�
　　　　【水道事業会計】

(5)住宅・公園・コミュニティ施設の整備�   
　　　　 第二東名関連墓地移転事業�
   
　　　◎景観まちづくり推進事業�
  　　　【宅地造成事業特別会計】�
   

(6)情報・通信設備の充実
　　　◎地域情報化推進事業�

(7)廃棄物処理・施設整備�   
　　　　廃棄物減量化・資源再利用推進事業�
　　　　廃棄物処理事業�
   
   
　　　　クリーンセンター管理事業  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】
　農業集落排水建設事業
　南部地区農業集落排水事業
　巴地区農業集落排水事業
　巴地区農村総合整備事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】

　有海墓地移転事業
　大宮墓地移転事業
　歴史、自然など景観資源を活かしたまちづくりの調査研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】
　長者平団地３２区画の売り出し

　
　地域情報通信基盤維持管理事業

　資源物収集委託、空き瓶、古鉄等処理委託
　収集運搬事業：可燃物・不燃物の収集委託
　有害廃棄物対策事業：廃乾電池、廃蛍光管等処理委託
　粗大ごみ収集処理事業
　クリーンセンター維持管理経費、一般廃棄物（可燃ごみ）処
　理業務

521,200千円

3,620千円
334,270千円

40,391千円
934,200千円

8,900千円
1,797,038千円

30,768千円
55,577千円

112千円
58,400千円

138,170千円

61,464千円
53,468千円

4,049千円
193千円

345,886千円

(1)保健・医療の充実�   
　　　◎子ども医療費助成事業�
   
　　　◎へき地医療支援事業�
　　　　休日・夜間診療所運営事業�
   

　　　◎訪問看護事業�
  　　　
　　　 【国民健康保険診療所特別会計】�
   
 　　　【新城市民病院会計】�

(2)高齢者福祉の充実�   
　　　◎後期高齢者福祉医療費給付事業�
　　　◎高齢者保健福祉計画改定事業�

(3)社会福祉の充実�  
　　　　地域生活支援事業�
   
　　　◎障害福祉計画策定事業�

　　　◎障害者自立支援対策�
　　　　臨時特例基金市町村事業�
   
   
   

　　　◎障害者就労支援奨励金支給事業�
　　　◎共同生活介護・共同生活援助補助事業�

(4)子育て支援の充実�   
            放課後児童対策事業�
　　　◎命を大切にする心を育む�
　　　　教育推進事業実践活動事業�

�
　子ども医療費助成事業：対象者…（通院）就学前まで（入院）
　中学卒業まで
　市医療費助成事業：対象者…（通院）小学校３年生まで
　へき地医療として民間病院、診療所・市民病院との連携を推
　進
　休日診療所運営事業：医科・歯科の休日診療の実施
◎夜間診療所運営事業：夜間の診療受入れ体制の強化
　新城市訪問看護ステーションを開設：在宅患者に対する在宅
　ケアの充実　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】
◇施設整備費：Ｘ線テレビ用レントゲン装置等医療機器の更新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】 

　従来の福祉給付事業より変更：独居老人以外の高齢者に対す
　る医療費助成
　高齢者保健福祉計画改定事業：平成21年度から23年度までの
　計画策定
 

◎身体障害者自動車運転免許取得援助事業
 　：障害者が自動車免許を取得する際の経費助成
　第２期障害福祉計画策定事業：平成21年度から23年度までの
　計画策定
　事業円滑化事業：事業運営円滑のための助成
　通所サービス利用促進事業：障害者の施設利用時の送迎費用
　負担軽減
　相談支援体制整備特別支援事業：相談支援事業に要する車両
　購入経費
　オストメイト対応トイレ整備事業
　療育器具整備事業：障害児向けの療育器具の整備
　通所授産施設等の利用日数に応じた奨励金支給
　ケアホーム、グループホーム実施事業所に対する補助
 

　10箇所の児童クラブ開設経費
　命を大切にし、豊かな心を育む教育推進

�
80,376千円

36,898千円
203千円

16,330千円
27,498千円

9,593千円

217,500千円
19,058千円

4,928,917千円

69,903千円

5,124千円

100千円

2,100千円

2,638千円
2,809千円

933千円

105千円
1,808千円
1,615千円
4,637千円

 

24,934千円
200千円

①
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

　
調
印
式

②
防
災
行
政
無
線

健康と安全・安心のまちづくり4
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(1)学校教育の充実�  
　　　◎研究研修事業�
   

　　　◎教員校務電子ネットワーク化事業�
　　　◎校舎耐震補強事業�
   
　　　◎体育施設整備事業�

(2)生涯学習の推進�  
　　　　社会教育施設管理事業�

(3)文化・スポーツ活動の充実�   
　　　　地域文化広場管理事業�
   
　　　　DOS地域再生事業�
   
   

(4)歴史文化財の継承と活用�  
            文化財保護事業�
   

(5)青少年の健全育成�   
           社会教育事業�
   

(6)国際化への対応�  
           国際交流事業（企画課）�
   
           国際交流事業（教育）�
   
   

�
 「確かな学力」向上事業委託、学校が元気になる活動推進事業 
　委託
 「新城の三宝」教材発掘・校内現職教育研修委託
　教員用パソコン整備
　新城、千郷小学校校舎耐震補強事業
　作手中学校校舎耐震補強事業
　作手中学校屋内運動場大規模改修事業
 

　公民館・中央集会所等の社会教育施設の管理経費
 
　
　文化会館の施設管理費
◇文化会館改修工事
　新城ラリー支援事業
　ツール・ド・新城支援事業
◎その他支援事業：その他のDOS事業開催支援

 
   文化財指定地等環境整備
◇中央構造線長篠露頭ルート等整備工事

 
  家庭教育推進事業：土曜親子ふれあい教室（料理・工作教室 
　等）開催
　青少年健全育成事業
 

　国際交流事業：国際交流協会補助
　フレンドシップ継承事業：フレンドシップ継承補助金
　中学生海外派遣事業：韓国への生徒派遣
　語学教育事業
　韓国中学生交流事業

�
4,065千円

 
10,000千円

183,886千円
2,700千円

17,000千円
 

47,008千円
 

170,804千円
 

755千円
688千円
115千円

 

7,504千円
 
 

236千円
366千円

 

1,400千円
3,300千円
4,300千円

146千円
321千円

　　　　�
　　　　児童手当支給事業�
　　　　児童扶養手当支給事業�
　　　◎児童福祉施設整備事業�
   

(5)社会保障制度の充実�   
　　　　【国民健康保険事業特別会計】�
　　　　　　保険給付費
　　　◎　　後期高齢者等支援金
　　　◎　　保健事業費
   
  　　　【老人保健特別会計】�
  　　　　　 医療諸費
　　　◎【後期高齢者医療特別会計】�
　　　　　　後期高齢者医療広域連合納付金
   
   
　　　　　　保健事業費
　　　　【介護保険事業特別会計】�
　　　　　　保険給付費
   
　　　　　　地域支援事業

(6)地域ケアシステムの構築
　　　　高齢者福祉事業�

(7)消防・防災・防犯・交通安全対策の充実�   
　　　　消防施設・設備整備事業�
   
　　　　消防通信指令運用事業�
　　　　防災行政無線設備整備事業�

� 
　小学校修了前までの手当支給
　児童扶養手当支給
　長篠保育園改築事業：次年度以降改築するための工事設計
　鳳来保育園耐震補強事業：次年度以降耐震補強するための工
　事設計
 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】 
　療養諸費・高額療養費・出産育児一時金・葬祭費
　後期高齢者医療制度に対する国保負担分
　特定健康診査等事業費
　保健衛生普及費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】 
　医療給付費・医療費支給費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】
　保険料負担
　療養給付費負担
　事務費負担
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【総額】
　介護サービス・介護予防サービス等諸費
　高額介護サービス・特定入所者介護サービス等諸費
　介護予防事業費、包括支援事業費・任意事業費
 
　
　虚弱高齢者支援事業：通所サービスの提供

　消防水利整備事業：耐震性貯水槽新設工事等
◇消防車両整備事業：水槽付消防ポンプ自動車整備
　消防通信指令システムを豊橋市、豊川市と共同運用
　防災行政無線設備整備工事等

 356,465千円
122,398千円

12,904千円

4,000千円
 

4,932,600千円
3,333,086千円

543,089千円
48,293千円
15,496千円

507,600千円
495,917千円
903,300千円
467,086千円
351,668千円

12,730千円
19,682千円

3,532,100千円

3,285,490千円
98,152千円

7,237千円

12,869千円
35,726千円
55,400千円

1,009,098千円

個性を磨く教育・文化のまちづくり5

③
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費

④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
編
集
事
業
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(1)市民交流と融和の推進�     
　　　　市民スポーツ振興事業�   

(2)まちづくり活動の推進と組織の育成�    
　　　　地域活性化推進事業①�   
�     

(3)住民参加の促進�    
　　　　地域審議会運営事業�  

(4)協働行政の推進体制の確立�     
　　　　協働で拓く新しい自治・自治基本条例研究
　　　　事業�   

(5)男女共同参画社会の実現�    
　　　　男女共同参画施策推進事業�   

(6)広域連携と交流促進�     
　　　　地域活性化推進事業②�   
     

　新城マラソン大会開催事業

　自治総合センターコミュニティ助成金
　めざせ明日のまちづくり事業補助金

　地域審議会の運営

　自治基本条例研究

　男女共同参画プランの策定、女性フォーラム等開催

　地域振興事業
　　山間地活性化・定住促進プログラム調査研究委託
　　作手高原花火大会助成金
　　つくで祭り補助金
　　集落行政費等交付金

1,514千円

12,500千円
10,000千円

1,528千円

971千円

1,157千円

23,988千円

750千円
3,900千円
3,615千円

(1)情報公開制度の充実�   
　　　　電子入札導入事業�
            広報広聴活動事業�
　　　◎CATV番組編集事業�
            財政管理一般事務経費�

(2)行政改革の推進と行政評価制度の導入�   
            職員研修事業�

(3)定員適正化計画の策定�   
      
(4)公有財産の適正管理と活用�   
            普通財産管理事業�
   

(5)自主財源の確保と効率的財政運営�   
         ◎収納事務嘱託員事業�
         ◎固定資産全筆調査事業�

(6)総合計画と財政計画の整合�   
            総合計画市民委員会運営事業�

   電子申請・電子入札の実施経費
    広報紙の発行、市勢要覧の発行
    自主放送番組の制作・放送
   「ザイセイの話」を発行

     派遣研修・自主研修を実施

◎財産情報整備事業
   その他普通財産管理事業

    滞納処分実施に伴う経費

    総合計画に基づく市民委員会の開催

396千円
11,174千円
20,072千円

7,629千円

2,402千円

5,240千円
978千円

6,000千円
4,015千円

1,779千円

住民参加と協働のまちづくり� 6

健全な行財政運営をめざすまちづくり7

(1)その他�
            議会活動事業�  
   
   
            市・市長交際費�  
            退職手当組合清算経費�  
            企画調整事業�  
   
         ◎新城市農業委員会委員一般選挙執行事業� 

    議員調査研究事業
    各種会議等関連事業
    議会・議長交際費

   企画振興事業
◎ふるさと納税推進事業

10,196千円
1,718千円

675千円
1,350千円

150,000千円
1,340千円

500千円
11,048千円

その他8
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子
育
て
応
援
広
場

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

新
城
市
民
病
院
　
小
児
科
外
来

☎
22
‐
2
1
7
1

午
後
1
時
〜
5
時

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

「
再
発
見
！
東
三
河
の
文
化
財
Ⅱ
」

（
全
5
回
）

　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
遊
び

を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、

交
友
関
係
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
ち
ゅ
ー
ち
ゅ
ー
】

　
年
間
17
回
程
度

　
第
１
回
　
５
月
27
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
西
部
公
民
館

　
リ
ズ
ム
遊
び
、
お
や
つ
作
り
、

　
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

　
４
月
２
日

（水）
現
在
で
、
１
歳

　
以
上
の
未
就
園
児
と
そ
の
親
　

　
親
子
25
組
程
度

　
実
費
負
担
（
保
険
料
な
ど
）

【
わ
く
わ
く
さ
く
ら
組
】

　
年
間
13
回
程
度
　

　
第
１
回
　
５
月
30
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ

　
子
ど
も
の
成
長
が
分
か
る
手
作

　
り
絵
本
、
絵
本
で
親
子
遊
び

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
親
子
15
組
程
度

　
実
費
負
担
（
保
険
料
な
ど
）

　
【
ち
ゅ
ー
ち
ゅ
ー
】

　
【
わ
く
わ
く
さ
く
ら
組
】
と
も

５
月
７
日

（水）
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

【
に
こ
に
こ
】

　
年
間
10
回
程
度

　
第
１
回
　
5
月
23
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
親
子
遊
び
、
手
作
り
絵
本
な
ど

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
実
費
負
担
（
お
や
つ
作
り
材
料

　
費
な
ど
）

※
2
回
目
以
降
の
日
程
は
、
毎
月

　
の
広
報
「
ほ
の
か
」
で
お
知
ら

　
せ
し
ま
す
。

お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
で
く
れ
る
お
手
伝
い
の
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
５
月
10
日

（土）
　

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ
（
長
篠
地
区
）

　
無
料

　
子
育
て
中
の
ご
家
族
な
ら
ど
な

　
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
ス
タ
ッ
フ

　
小
児
科
医
師
・
薬
剤
師
・
言
語

聴
覚
士
・
臨
床
心
理
士
・
助
産
師
・

看
護
師
・
保
育
士
な
ど

　
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
必
要
に
応
じ
て
飲
み
物
・
お
や

つ
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
祖

父
母
世
代
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。（
相

談
時
は
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
事
前
に
相
談
内

容
を
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
）

　
東
三
河
と
い
う
地
域
が
持
つ
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
と
課
題
、
そ
の
多

様
な
姿
を
、
東
三
河
の
市
町
が
１

つ
に
な
っ
て
企
画
し
た
生
涯
学
習

講
座
で
す
。
平
成
20
年
度
は
「
文

化
財
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
三
河
を

検
証
し
ま
す
。

　
100
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
。
結
果
は
全
員
に
郵
送
）

　
無
料

　
５
月
30
日

（金）

　
第
１
回
　
６
月
14
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
豊
橋
市
役
所
　
講
堂

　
「
魚
町
能
狂
言
の
面
と
装
束
」

　
魚
町
能
楽
保
存
会

　
�
坂

泰
弘

氏
ほ
か

　
第
２
回
　
６
月
21
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

　
「
家
康
の
長
女
『
亀
姫
』
」

　
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

　
館
長
　
山
内

祥
二

氏

　
第
３
回
　
７
月
５
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
蒲
郡
市
民
会
館
・
博
物
館

　
「
蒲
郡
の
古
文
書
を
読
む
」

　
蒲
郡
市
博
物
館

　
学
芸
員
　
平
野

仁
也

氏

　
第
４
回
　
７
月
19
日

（土）

　
午
後
４
時
〜
６
時

　
豊
川
市
財
賀
町
　
財
賀
寺

　
「
財
賀
寺
と
天
然
記
念
物
の
ヒ

　
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
」

　
豊
川
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
委
員
　
中
根

吉
夫

氏

　
第
５
回
　
８
月
２
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
田
原
文
化
会
館

　
「
渥
美
半
島
の
や
き
も
の
」

　
田
原
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

　
学
芸
員
　
増
山

禎
之

氏

b
yo

u
in

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●em●￥

●￥

●￥ ●￥

●集●対

●対

●対

●対 ●定●定

●応

●他

●他

●内●講

●講●講●講●講

●定●〆
●申
●問

■本

●申
●問

■本

●￥

う
お
ま
ちや

す

ひ
ろ

し
ょ
う
ぞ
く

し
ょ
う

じ
じ

ん

や

ざ
い
　
が
　

じ

ざ
い
　
が

ち
ょ
うよ

し

お
さ

だ

ゆ

き

き
ず
な

●所

●所●所●所●所

●時●時

●内●内

●内

●内

●内

●内●内

●所

●所

●所

●時

●時

●時

●時

●時

●時●時

●問



21 広報しんしろ 2008.5

　
亀
山
城
主
で
あ
っ
た
奥
平
氏
の

栄
枯
盛
衰
と
、
戦
国
時
代
の
世
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
平
和
を
感

受
す
る
お
祭
り
で
す
。

　
５
月
18
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
亀
山
城
址
、
つ
く
で
手
作
り
村

　
芝
生
広
場

　
火
縄
銃
演
舞
、
和
太
鼓
演
奏
、

　
よ
さ
こ
い
踊
り
、
茶
席
、
俳
句

　
会
、
弓
道
（
遠
的
）
な
ど

※
新
緑
の
亀
山
城
・
つ
く
で
手
作

　
り
村
に
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

　
い
。

第
30
回

古
城
ま
つ
り

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ
野
外
学
習
会

三
遠
南
信
ト
ッ
プ
対
談

平
成
21
年

成
人
式
の
お
知
ら
せ

童
画
と
風
景
画
の
2
人
展

　
奥
三
河
の
美
し
い
風
景
を
題
材

と
し
た
水
彩
画
と
、
昭
和
初
期
の

生
活
・
風
景
を
童
画
で
表
現
し
た

作
品
を
新
崎
武
彦
と
澤
田
昭
治
が

展
示
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
5
月
1
日

（木）
〜
31
日

（土）

　
（
月
曜
日
・
火
曜
日
休
館
、
た

　
だ
し
、
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日

　
が
休
館
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
三
遠
南
信
地
域
の
住
民
、
大
学
、

経
済
界
、
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て

策
定
し
た
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ

ジ
ョ
ン
。
平
成
20
年
度
か
ら
ビ
ジ

ョ
ン
に
基
づ
い
た
県
境
連
携
を
進

め
ま
す
。
今
後
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
県
境
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
、
東
三
河
、
遠
州
、
南
信

州
地
域
の
経
済
界
と
行
政
の
代
表

が
対
談
し
ま
す
。

　
５
月
13
日

（火）

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
豊
橋
市
公
会
堂

　
（
豊
橋
市
八
町
通
２
丁
目
22
番

　
地
）

　
基
調
講
演

　
大
西

隆

氏
（
東
京
大
学
教
授

　
／
国
土
審
議
会
委
員
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
豊
橋
市
長
、
浜
松
市
長
、
飯
田

　
市
長
、
豊
橋
商
工
会
議
所
会
頭
、

　
浜
松
商
工
会
議
所
会
頭
、
飯
田

　
商
工
会
議
所
会
頭

　
５
月
７
日

（水）
ま
で
に
、
電
話

で
企
画
課
ま
で
お
申
し
込
み
の
上
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
成
人
式
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
１
月
11
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
文
化
会
館

観
来
館
5
月
の
展
示

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

   h
ri-hakub

utukan1@
city.shinsiro

.lg
.jp

鳳
来
寺
山
カ
ラ
沢
谷
の
植
物
を
楽

し
む

　
５
月
６
日

（祝）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
鳳
来
寺
山
東
側
の
渓
谷

　
J
R
飯
田
線
「
三
河
槙
原
駅
」

　
駐
車
場

　
大
人
500
円
、
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

鳳
来
寺
山
の
地
質
（
日
本
の
地
質

百
選
現
地
学
習
）

　
5
月
18
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
鳳
来
寺
山

　
博
物
館

　
大
人
500
円
、

　
小
・
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

博
物
館
開
館
45
周
年
記
念
事
業

特
別
展
「
大
断
層
・
愛
知
の
中
央

構
造
線
展
」
　

　
中
央
構
造
線
は
、
約
1,
0
0
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
日
本
最

大
の
断
層
で
、
市
の
地
質
を
大
き

く
二
分
し
、
ま
た
、
鳳
来
寺
山
や
、

岩
脈
群
の
成
り
立
ち
に
影
響
し
て

い
ま
す
。
市
を
中
心
に
し
た
東
三

河
の
岩
石
や
鉱
物
を
紹
介
し
な
が

ら
、
大
断
層
の
謎
に
迫
り
ま
す
。

現
地
見
学
ツ
ア
ー
（
特
別
展
連
携

講
座
）

「
愛
知
の
中
央
構
造
線
、
日
本
最

長
の
大
断
層
を
め
ぐ
る
」

　
横
山
良
哲
（
前
博
物
館
長
）

　
コ
ー
ス
：
浦
川
↓
七
郷
一
色
↓

　
巣
山
↓
長
篠
↓
八
束
穂
↓
川
路

　
↓
桜
淵

　
鳳
来
総
合
支
所
大
駐
車
場

　
1,
5
0
0
円
（
マ
イ
ク
ロ
バ

　
ス
利
用
）

　
20
人

　
第
1
回
　
5
月
9
日

（金）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

　
第
２
回
　
5
月
15
日

（木）

　
午
前
9
時
30
〜
午
後
3
時

　
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
具
な
ど

●￥ ●講

●所

●所

●所

●時

●時 ●時

●時●時

企
画
課

☎
23
‐
7
6
2
0

�
23
‐
7
2
9
6

kika
ku

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
「
神
田
川
」
「
夢
一
夜
」
な
ど

の
ヒ
ッ
ト
曲
で
知
ら
れ
る
南
こ
う

せ
つ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
共
演
者
は
、
中
国
古
箏

奏
者
の
ウ
ー
・
フ
ァ
ン
さ
ん
と
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
た
め
に
市
民

で
結
成
し
た
合
唱
団
で
す
。

　
６
月
11
日

（水）

　
午
後
６
時
30
分
開
演

　
新
城
文
化
会
館

　
全
席
指
定
（
宝
く
じ
助
成
に
よ

　
る
特
別
料
金
）
２
，

０
０
０
円

　
（
当
日
２
，

５
０
０
円
）
前
売

　
券
が
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日

　
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
５
月
９
日

（金）
か
ら
、
新
城

　
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

　
で
発
売
開
始

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会

「
南
こ
う
せ
つw

ith

ウ
ー
・
フ
ァ

ン
心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
」

え
い

こ

せ
い

す
い

じ
ゅ

か
ん

よ

し

あ

き

さ

わ

　
だ

し

ょ

う

じ

た
か
し

し

ん

ざ

き

た

け

ひ

こ

に

ぶ
ん

え
ん

ぶ

じ
ょ
う
し

け

い

こ

く

だ

ん

そ

う

み

　
か

わ

ま

き

は

ら

●em

●内●申

●問
■鳳

●問
■本

●申
●問

■本

●問
■本

み

に

こ

ん

か

ん

●対

●定

●内

●内

●申●問 ●HP●em

●時●所●時

●所

●受●対

●持

●持

●￥

●他●応 ●〆

●￥●￥ ●講 ●所●所 ●em●時●時 ●問
●申

●定●持●定 ●集●集 ●￥●￥ ●講

●講

●所●所 ●時●時 ●問
●申

●定●持

●持

●定 ●集●集

●集

こ
　
そ

う

そ
う

し
ゃ

●問
■本
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県
建
設
部
業
務
・
管
理
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
５
2
‐
954
‐
6
5
8
5

住
宅
を
購
入
さ
れ
る
方
へ

「
保
険
や
供
託
の
確
認
を
お
忘
れ

な
く
」

　
平
成
21
年
10
月
1
日
以
降
に
引

き
渡
さ
れ
る
住
宅
に
は
、
法
律
で
、

事
業
者
に
保
険
か
供
託
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。
住
宅
を
購
入
す
る

と
き
は
、
そ
の
住
宅
が
き
ち
ん
と

保
険
や
供
託
の
措
置
を
と
ら
れ
て

い
る
か
忘
れ
ず
に
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾

住
ま
い
を
守
る
法
律
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

祉
等
、
経
過
的
福
祉
手
当
（
２
〜

４
月
分
）
を
５
月
９
日

（金）
に
振

り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者
の
皆

さ
ん
は
、
金
融
機
関
で
お
確
か
め

く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
、
本

　
庁
福
祉
課
、
ま
た
は
各
総
合
支

　
所
市
民
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

振
り
込
み

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
1
2

　
　
�
23
‐
2
0
0
2

　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
5
月
17
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
　
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　
4
月
28
日

（月）
〜
5
月
7
日

（水）

申
込
方
法

　
　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
名

　
前
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

　
番
号
、年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ニ
ア
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

養
成
楽
級

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
☎
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

   h
ri-hakub

utukan1@
city.shinsiro

.lg
.jp

森
の
学
校
「
山
ザ
ル
」
教
室

　
１
年
を
通
し
て
、
市
の
森
の
自

然
を
楽
し
く
学
び
た
い
子
ど
も
の

楽
校
で
す
。
す
べ
て
の
教
室
に
参

加
で
き
る
方
が
、
優
先
し
て
入
楽

で
き
ま
す
。
教
室
は
、
桜
淵
公
園

「
う
で
こ
き
山
」
周
辺
で
す
。

①
5
月
11
日

（日）
　
植
物
の
見
分

　
け
方
、
調
べ
方

②
6
月
22
日

（日）
　
森
と
き
の
こ

③
11
月
8
日

（土）
　
秋
を
味
わ
お

　
う

④
12
月
7
日

（日）
　
森
の
構
造
（
つ

　
く
り
）
を
見
る

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

　
青
年
の
家
駐
車
場

　
午
前
10
時
〜

　
年
間
1,
0
0
0
円

木
工
・
陶
芸
教
室
受
講
生

木
工
教
室

 
５
月
10
日

（土）
〜
10
月
19
日

（日）

　
毎
月
第
２
土
曜
日
、
第
３
・
第

　
４
木
曜
日
、
第
４
日
曜
日
の
い

　
ず
れ
か
２
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
鳳
来
就
業
棟
 

　

　
小
学
生
以
上
で
興
味
の
あ
る
方

　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）
 

　
月
額
３
，

０
０
０
円
（
材
料
費

　
別
）

　
テ
ー
ブ
ル
か
ら
小
物
、
設
計
加

　
工
製
作
ま
で

　
シ
ル
バ
ー
会
員
（
木
工
班
）

陶
芸
教
室

　
６
月
〜
11
月

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
東
陽
就
業
棟
 

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
20
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
）
 

　

　
月
額
３，
０
０
０
円
（
材
料
費
･

　
焼
成
代
込
み
）

　
湯
呑
み
･
花
瓶
･
皿
な
ど
、
　

土
練
り
か
ら
下
絵
つ
け
焼
成
ま
で

の
工
程
を
指
導

　
シ
ル
バ
ー
会
員
（
陶
芸
班
）

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

鳳
来
支
所
☎
32
‐
0
8
6
4

●問

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

☎
32
‐
0
1
6
2

　
通
常
火
曜
日
休
館
日
の
と
こ
ろ
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
休
ま

ず
開
館
し
ま
す
。

（
な
お
、
5
月
7
日

（水）
は
、
休

館
日
と
な
り
ま
す
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

休
館
日
を
変
更
し
ま
す

●問

●問
■本■鳳■作

●所 ●集●時 ●時●定●￥

の
が
っ
き
ゅ
う

し
ょ
う
せ
い

が
っ
こ
う

に
ゅ
う
が
く

●講

●講

●講 ●￥●￥

●￥

●内

●内●内

●対

●時●定 ●対 ●所

●em

●em

●問
●申

●問
●申

●時●定 ●対 ●問
●申

●所

し
ゅ
う
ぎ
ょ
う
と
う
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昨
年
度
文
学
賞
受
賞
本
を
特
集
し

て
い
ま
す

　
特
集
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
す
の

で
、
本
選
び
の
参
考
に
ど
う
ぞ
。

そ
の
中
か
ら
お
す
す
め
の
本
を
紹

介
し
ま
す
。

「
星

新
一
‐
一
〇
〇
一
話
を
つ

く
っ
た
人
」

最
相
葉
月
／
著
　
新
潮
社

　
膨
大
な
遺
品
と
徹
底
取
材
か
ら
、

と
て
も
短
い
小
説
の
名
手
の
謎
に

満
ち
た
実
像
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

（
講
談
社
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
大

賞
・
日
本
Ｓ
Ｆ
大
賞
・
大
佛
次
郎

賞
受
賞
）

「
サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス
」

近
藤
史
恵
／
著
　
新
潮
社

　
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
世
界

を
舞
台
に
し
た
、
極
上
の
ミ
ス
テ

リ
ー
か
つ
人
間
ド
ラ
マ
で
す
。
サ

ク
リ
フ
ァ
イ
ス
＝
犠
牲
と
い
う
テ

ー
マ
は
重
い
で
す
が
、
読
後
の
感

動
を
保
証
し
ま
す
。
（
大
藪
春
彦

賞
受
賞
）

「
天
地
人
」

火
坂
雅
志
／
著
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

　
越
後
の
上
杉
家
を
支
え
続
け
た

家
臣
直
江
兼
続
。
戦
国
の
世
に

「
義
」
＝
「
愛
」
を
貫
い
た
異
色

の
存
在
で
、
秀
吉
や
家
康
ら
を
も

魅
了
し
、
恐
れ
ら
れ
た
と
い
う
男

性
の
物
語
で
す
。
来
年
の
大
河
ド

ラ
マ
の
原
作
で
す
。
（
中
山
義
秀

文
学
賞
受
賞
）

図
書
館
だ
よ
り

S
T
O
P
 
T
H
E

不
法
電
波

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

●問

総
務
省
　
東
海
総
合
通
信
局

☎
0
5
2
‐
971
‐
9
1
0
7

●問

●HP

�

能
登
瀬
の
し
か
う
ち

�
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

�
昭
和
58
年
３
月
７
日
指
定

　
し
か
う
ち
行
事
は
、
能
登
瀬

地
区
諏
訪
神
社
の
春
の
お
祭
り

で
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
4

月
20
日

（日）
で
す
。
農
作
物
の
豊

作
を
願
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、

東
栄
町
の
布
川
・
月
地
区
な
ど

と
と
も
に
、
「
設
楽
の
し
か
う

ち
行
事
」
と
し
て
県
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
麦
わ
ら
の
胴
体
に
シ
イ
の
枝

葉
を
挿
し
、
足
は
シ
イ
の
木
、

角
は
ア
オ
キ
で
雌
雄
の
実
物
大

の
鹿
を
作
り
、
雌
の
腹
に
丸
餅

を
入
れ
、
成
人
に
達
し
た
青
年

２
人
が
、
弓
矢
で
９
本
の
矢
を

あ
て
ま
す
。
し
か
う
ち
は
雄
か

ら
始
め
て
、
雌
に
18
本
目
の
矢

を
射
終
わ
る
と
、
雌
の
腹
の
中

の
餅
を
奪
い
合
い
ま
す
。
こ
の

餅
を
取
っ
た
人
の
家
は
、
作
物

が
豊
作
と
な
り
家
内
安
全
で
子

宝
に
も
恵
ま
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
能
登
瀬
の
し
か
う
ち
は
、
農

作
物
の
豊
作
を
願
う
儀
礼
と
し

て
「
種
取
り
」
・
「
田
づ
く
り
」

の
行
事
と
、
「
し
か
う
ち
」
と

い
う
狩
猟
儀
礼
と
が
複
合
し
た

形
で
行
わ
れ
て
い
て
、
全
国
的

に
も
特
色
あ
る
行
事
で
す
。

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

　
今
後
も
こ
れ
ら
悪
質
商
法
の
手

口
は
ま
す
ま
す
巧
妙
と
な
り
、
ま

た
、
新
し
い
形
態
の
も
の
も
現
れ

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
新
城
警
察
署
で
は
、
悪
質
な
事

案
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
取
り

締
り
を
し
ま
す
。

「
悪
質
商
法
一
一
○
番
」

　
県
警
で
は
、
悪
質
商
法
か
ら
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
「
悪
質
商

法
一
一
○
番
」
（
０
５
２
‐
951
‐
４

１
９
４
）
を
設
け
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
受
け
付
け
時
間
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
正

午
ま
で
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
で
す
。

新
城
警
察
署
だ
よ
り

の
る
も
の
か
　
う
ま
い
話
と

く
ち
ぐ
る
ま

〜
悪
質
商
法
か
ら

　
　
　
身
を
守
る
た
め
に
〜

　
高
齢
者
や
主
婦
を
対
象
に
、
高

額
な
寝
具
、
浄
水
器
を
販
売
し
た

り
、
白
ア
リ
、
地
震
を
口
実
と
し
、

高
額
な
工
事
代
金
を
請
求
し
た
り

す
る
床
下
工
事
商
法
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
工
事
を
装
う
か
た
り
商
法

な
ど
の
悪
質
商
法
が
、
依
然
と
し

て
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
電
波
は
犯
罪
で
す
。
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
電
波
の
ル
ー
ル
。

電
波
に
は
免
許

　
無
線
機
に
は
技
適
マ
ー
ク

　
不
法
無
線
局
の
取
り
締
ま
り
実

施
中

新
城
警
察
署
☎
22
‐
0
1
1
0

さ

い

し

ょ

う

は

づ

き

ぼ

う

だ

い

お

　さ
ら
ぎ

じ

ろ

う

て
ん

ち

じ
ん

な
お

え

か
ね

つ
ぐ

な
か
や
ま

ぎ

し
ゅ
う

ひ

さ
か

ま
さ

し

す
　
　
わ
　
じ

ん

じ

ゃ

ど

う

た

い
し

ゆ

う

の

と

せ

お

お

や

ぶ

は

る

ひ

こ

●問
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消防署　　　☎ 22‐1119

消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
。

今
な
ら
特
別
価
格
で
す
の
で

す
ぐ
に
ご
契
約
を
！

●問

　
上
級
救
命
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
救

命
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
り
ま

せ
ん
か
。

　
上
級
救
命
講
習
会
は
、
普
通
救

命
講
習
会
の
内
容
（
成
人
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
）
に
加

え
、
小
児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺

蘇
生
法
や
、
ケ
ガ
の
手
当
て
、
搬

送
の
方
法
な
ど
を
習
得
す
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
講
習
会
で
は
、
救
命
の
技

術
を
1
日
か
け
て
細
か
な
と
こ
ろ

ま
で
習
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
「
も
し

も
…
」
の
た
め
に
、
講
習
会
の
受

講
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
５
月
18
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

　
市
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

　
（
成
人
・
小
児
・
乳
児
）
・
止

　
血
法
・
外
傷
の
手
当
て
要
領
・

　
傷
病
者
管
理
・
搬
送
法

　
10
人
　

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
筆
記
具
　

　
中
学
生
以
上

　
無
料

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装
で

　
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昼

　
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ

　
い
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
に
伴
う
、
悪
質
な
訪
問
販
売

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ

の
手
口
は
、
消
防
職
員
な
ど
を
装

っ
て
家
庭
に
訪
問
し
、
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
取
り
付
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
設
置

す
る
必
要
の
な
い
所
に
警
報
器
を

取
り
付
け
、
不
当
に
高
額
な
請
求

を
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
、
契
約

書
な
ど
に
は
不
用
意
に
サ
イ
ン
を

せ
ず
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、

は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

NSマーク

救
急
グ
ル
ー
プ

�
22
‐
4
8
0
6

消
防
総
務
課
　�
22
‐
4
8
0
2

　
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆

Ａ
方
式
で
説
明
し
ま
す
。

Ｑ
　
ど
こ
で
買
え
ば
い
い
ん
で
す

か
？

Ａ
　
家
電
販
売
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
で
取
り
付
け
が
可
能

で
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
な
物
を
買
え
ば
い

い
ん
で
す
か
？

Ａ
　
価
格
の
目
安
は
、１
個
４，
０

０
０
円
〜
９
，

０
０
０
円
が
中
心

で
す
。
（
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）
日
本
消
防

検
定
協
会
が
性
能
を
確
認
し
た
製

品
に
は
、
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
が
入
っ
て

い
ま
す
の
で
、
購
入
の
目
安
と
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
鳴
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い

ん
で
す
か
？

Ａ
　
警
報
に
気
づ
い
た
ら
、
高
齢

者
や
子
ど
も
、
障
害
の
あ
る
方
は
、

そ
の
時
点
で
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

次
に
警
報
器
の
付
近
を
確
認
し
、

煙
や
臭
い
も
感
じ
ら
れ
な
い
な
ど
、

誤
作
動
で
あ
れ
ば
、
警
報
器
を
止

め
て
家
庭
内
や
近
隣
に
火
災
で
な

い
こ
と
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
本
当
に
出
火
し
て
い
た

場
合
に
は
、
大
声
で
近
隣
に
知
ら

せ
、
１
１
９
番
通
報
を
し
ま
し
ょ

う
。

　
発
見
が
早
く
気
持
ち
に
余
裕
が

あ
り
、
火
が
天
井
に
つ
い
て
い
な

け
れ
ば
、
消
火
器
な
ど
で
消
火
し

ま
す
。
そ
の
時
、
天
井
に
火
が
届

く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
、
消
火

器
で
消
火
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

す
ぐ
に
避

難
し
て
く

だ
さ
い
。

あ

●問

●問

し

ん

ぱ

い

そ

せ

い

ほ

う

し

け
つ

ほ
う

●時●所●対 ●持

●￥

●内●定



25 広報しんしろ 2008.5

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
・
鳳

　
来
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
5
月
27
日

（火）
　
午
前
10
時

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
5
月
8
日

（木）
　
午
前
10
時

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
5
月
16
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
5
月
22
日

（木）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

　
5
月
13
日

（火）

　
午
後
1
時
30
分

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
妊
産
婦
・
一
般
（
成
人
）
の
方

　
母
子
健
康
手
帳
ま
た
は
健
康

　
手
帳

　
無
料

　
5
月
8
日

（木）

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
乳
が
ん
　
　
　
１
日
実
施

　
子
宮
が
ん
　
　
午
後
実
施

　
5
月
13
日

（火）

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮

　
が
ん
・
乳
が
ん
・
前
立
腺
が

　
ん

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
胃
が

　
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

　
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン
タ

　
ー
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し

　
ま
す
。

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
子
宮
が
ん
600
円
・
乳
が
ん
1,

　
0
0
0
円
・
前
立
腺
が
ん
400
円

妊
産
婦
・
一
般
歯
科
健
診（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

　
5
月
23
日

（金）
　

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
平
成
19
年
7
月
か
ら
10
月
生

　
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保

　
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
具

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
一
般
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
受
精
を
除
く
不
妊
検
査
・
不

妊
治
療
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
一
般
不

　
妊
治
療
を
受
け
、
夫
婦
の
年
間

　
所
得
金
額
が
730
万
円
未
満
の
方

限

度

額
　
５
万
円

助
成
期
間
　
２
年

　
3
月
か
ら
平
成
21
年
２
月
ま
で

の
自
己
負
担
額
を
21
年
３
月
末
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
新
城
保
健
セ

　
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

一
般
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

（
要
申
請
）

　
9
月
26
日

（金）
ま
で
　

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
自
宅
で
２
日
間
便
を
採
り
、
決

め
ら
れ
た
日
時
に
提
出
す
る
方
法

で
す
。

大
腸
が
ん
検
診

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

　
平
成
21
年
1
月
23
日

（金）
ま
で

　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
300
円

　
※
新
城
・
鳳
来
の
各
保
健
セ
ン

　
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

●問●問●問

●持●所

●対

●対●時

●所 ●時

●対●内 ●所 ●時
●申
●問

●申
●問

●所 ●時
●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●申
●問 ●所 ●時●￥

●所 ●時●￥ ●￥●内●所 ●時●内

●持 ●所 ●時●対
●申
●問

●申
●問●対 け

ん

び●申
●問●所 ●時

●申
●問

●所 ●時
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環境課　　　　　☎23‐7677●問 本

生活衛生課　　　☎22‐0521

　
４
月
か
ら
「
レ
ジ
袋
削
減
取
組
店
制
度
」

が
始
ま
り
、
県
内
の
一
部
の
市
町
で
レ

ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
で
は
、
豊
川
市
や
小
坂
井

町
な
ど
の
近
隣
市
町
村
と
連
携
し
て
、

レ
ジ
袋
の
有
料
化
を
含
め
、
そ
の
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
市

内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
５
店
舗
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の

持
参
率
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
２
，

３
８
３
人
の
う
ち
約
８

割
の
方
が
、
買
い
物
の
時
に
レ
ジ
袋
を

も
ら
っ
て
い
て
、
レ
ジ
袋
を
控
え
て
い

る
方
は
、
２
割
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
店
頭
で
の
聞
き
取
り
や

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
よ
る
意
識
調
査
を

行
い
、
606
人
か
ら
意
見
を
聞
き
、
環
境

の
た
め
に
も
レ
ジ
袋
は
控
え
る
べ
き
だ

と
す
る
意
見
が
６
割
、
便
利
な
も
の
な

の
で
今
の
ま
ま
の
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
配

布
）
が
良
い
と
す
る
意
見
が
３
割
と
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
レ
ジ
袋
が
有
料
に
な
っ
た
場

合
、
８
割
以
上
の
方
が
マ
イ
バ
ッ
グ
を

使
用
し
た
い
と
い
う
意
見
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
お
店
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
レ

ジ
袋
削
減
と
マ
イ
バ
ッ
グ
の
啓
発
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
に

「
資
源
物
集
積
場
」
が
完
成
し
、
４
月

か
ら
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
資
源
物
は
、
月
１
回
の
地
区
資
源
回

収
日
に
出
す
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
都

合
で
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
処

理
に
お
困
り
の
場
合
に
は
、
こ
の
集
積

場
へ
搬
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
搬
入
す
る
時
は
、
分
別
表
や
分
別
ガ

イ
ド
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
き
ち
ん
と
分

別
し
て
く
だ
さ
い
。
分
別
し
て
い
な
い

も
の
は
持
ち
帰
り
を
お
願
い
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

「
粗
大
ご
み
」
や
「
埋
立
物
」
の
自
己

搬
入
の
受
け
付
け
は
、
火
・
水
・
木
曜

日
で
す
。
資
源
物
と
い
っ
し
ょ
に
搬
入

す
る
場
合
は
、
日
時
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
受
付
場
所
】

　
「
新
城
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

　
電
話
　
22
‐
0
5
2
1

【
受
付
日
時
】

　
（
月
〜
金
曜
日
）午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
５
時

　
（
土
曜
日
）
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

【
料
金
】

　
無
料

◆調査区分

計2,383人

レジ袋のサービス（無料配布）を

あなたはどう思いますか?

レジ袋が有料になった場合、

あなたはどうしますか?

マイバッグ

バスケット

レジ袋の

再使用

ダンボール箱

レジ袋

マイバッグ持参している人

購入したマイバスケット（レジカゴ）を

持参している人

以前にもらったレジ袋を持参（再使用）

している人

お店のダンボールにまとめて商品を入

れている人

レジで新しいレジ袋をもらっている人

◆調査場所：市内5店舗

◆調査日時：2／22（金）、3／9（日）

　　　　　　午前10時から午後6時までのうち2時間

バスケット
37人（1.5%）

マイバッグ
342人

（14.4%） レジ袋の再使用
27人（1.1%）

ダンボール
81人（3.4%）

レジ袋
1,896人（79.6%）

無料のお店に行く
21人（3.5%）

有料袋を買う
40人（6.6%） 今のまま

168人（27.7%）

控えるべき
398人（65.7%）

その他
37人（6.1%）

その他
40人（6.6%）

マイバッグを持参
508人（83.8%）
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市
で
は
、
新
城
市
環
境
基
本
条
例
第

14
条
の
規
定
で
「
新
城
市
環
境
審
議
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
審
議
会
は
、
市
長
が
委
嘱
す
る

委
員
で
組
織
し
、
環
境
の
保
全
と
創
出

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
や
重
要
事
項

な
ど
を
審
議
し
ま
す
。
審
議
事
項
は
、

生
活
環
境
、
自
然
環
境
、
地
球
環
境
の

分
野
に
わ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
か

ら
の
意
見
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
現
委
員
の
任
期
は
、
６
月
末
で
満
了

と
な
る
た
め
、
次
期
の
環
境
審
議
会
委

員
を
公
募
し
ま
す
。
公
募
す
る
委
員
は

５
人
以
内
で
、
任
期
は
２
年
で
す
。

　
な
お
、
公
募
者
多
数
の
場
合
は
、
市
が

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
作
文
（
400

〜
800
字
程
度
）
で
選
考
し
ま
す
。

締
め
切
り
　
５
月
20
日

（火）

申
込
資
格

　
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
。
環
境
問
題

に
深
い
関
心
を
持
ち
、
建
設
的
な
意
見

を
お
持
ち
の
方
で
、
平
日
昼
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方
。
環
境
に
関
す
る
計

画
づ
く
り
な
ど
の
委
員
を
兼
務
し
て
い

な
い
方
。

※
な
お
、
今
後
市
民
委
員
を
公
募
す
る
予

　
定
の
も
の
「
（
仮
称
）
し
ん
し
ろ
ア
ジ
ェ

　
ン
ダ
21
会
議
」
や
「
し
ん
し
ろ
地
球
温

　
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
か
を
ご
検
討
の
上
、
ぜ
ひ
ご
応

　
募
く
だ
さ
い
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

3
つ
の
お
願
い

①
鑑
札
や
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
、

　
迷
子
に
な
っ
た
と
き
す
み
や
か
に
飼

　
い
主
を
判
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
必
ず
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。
　

②
迷
子
の
多
く
は
、
鎖
の
破
損
や
磨
耗

　
が
原
因
で
起
こ
り
、
迷
子
の
犬
が
人

　
を
咬
む
事
故
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
ま
め
に
鎖
な
ど
を
点
検
し
、
迷
子

　
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

③
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
場
合
、
48
時

　
間
以
内
に
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

　
に
事
故
届
を
出
す
こ
と
な
ど
が
義
務

　
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
飼
い
犬
が
、
迷
子
や
人
を

咬
ん
だ
時
な
ど
は
す
ぐ
に
動
物
保
護
管

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
今
年
も
、
第
３
回
目
と
な
る
「
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
民
団
体
や
学
生
な
ど

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
の
協

力
の
も
と
開
催
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

段
階
か
ら
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
さ
ら
に
発
展
し
た
取
り
組

み
と
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
や
行
動
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
。

　
市
で
は
、
市
民
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象

　
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
（
店
舗

な
ど
と
併
設
す
る
住
宅
を
含
む
）
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

補
助
金
額

　
最
大
出
力
値
に
２
万
５，
０
０
０
円
を

乗
じ
た
額
（
限
度
額
10
万
円
）

そ
の
他

　
申
し
込
み
・
受
け
付
け
は
環
境
課
で

す
。
添
付
書
類
な
ど
が
す
べ
て
整
っ
た

状
態
で
の
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

要
綱
な
ど
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ
い
た
上

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
要
綱
・
様
式
は

環
境
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.city.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
木
製
机
・
イ
ス

�
使
用
済
ラ
ン
ド
セ
ル
（
黒
・
赤

傷
な
し
）

�
家
庭
用
電
気
溶
接
機

�
手
洗
器
（
ト
イ
レ
ま
わ
り
製
品
）

�
洗
面
化
粧
台

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
キ
ー
ボ
ー
ド
（
子
ど
も
用
）

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も

の
」
の
あ
る
方
は
、
①
名
前
　
②
住
所
　
③

電
話
番
号
を
環
境
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

東
三
河
支
所

☎
０
５
3
2
‐
33
‐
3
7
7
7

か

い
　し
ょ
く

●問
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胃
が
ん
の
お
話
し

シリーズ第11話

新城市民病院

　 歯科・口腔外科

　　部長医師　堀内隆作

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
口
は
、
言
葉
を
発
し
、
ま
た
食
物

の
入
り
口
で
も
あ
る
た
め
と
て
も
重

要
な
場
所
で
す
。
口
腔
外
科
で
は
、

口
腔
内
に
で
き
た
炎
症
や
、
あ
ご
・

顔
面
の
外
傷
、
腫
瘍
な
ど
の
診
断
、

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
口
腔
外
科
の
病
気
や
治

療
の
中
で
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま

す
。

【
埋
伏
歯
、
親
知
ら
ず
】

　
歯
が
、
歯
肉
や
あ
ご
に
埋
ま
っ
て

い
る
も
の
を
埋
伏
歯
と
い
い
ま
す
。

埋
伏
歯
が
あ
る
た
め
、
永
久
歯
が
生

え
て
こ
な
か
っ
た
り
、
歯
並
び
が
悪

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
埋
伏
歯
の
一

部
が
露
出
し
て
い
る
と
、
そ
の
歯
の

ま
わ
り
が
不
潔
に
な
り
や
す
く
、
炎

症
を
起
こ
す
な
ど
の
障
害
が
起
き
ま

す
。

　
ま
た
、
親
知
ら
ず
の
炎
症
は
、
柔

ら
か
い
も
の
主
体
の
食
生
活
で
、
現

代
人
の
あ
ご
が
段
々
小
さ
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
、
歯

の
生
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
ほ
と

ん
ど
の
親
知
ら
ず
が
ま
と
も
に
生
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

親
知
ら
ず
が
原
因
の
炎
症
は
治
り
に

く
く
、
骨
膜
炎
（
あ
ご
の
骨
の
表
面

に
炎
症
が
起
こ
り
、
痛
み
や
腫
れ
、

発
熱
な
ど
を
引
き
起
こ
す
）
や
、
隣

接
す
る
歯
ま
で
虫
歯
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
埋
伏
歯
、
親
知
ら
ず
の
い
ず
れ
も

無
症
状
で
あ
れ
ば
緊
急
性
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

抜
歯
や
開
窓
術
を
行
う
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

【
外
傷
】

　
外
傷
で
顔
を
傷
つ
け
た
場
合
は
、

顔
の
縫
合
術
を
行
い
ま
す
。
そ
の
時
、

顔
の
骨
が
折
れ
た
場
合
は
、
骨
折
部

を
プ
レ
ー
ト
で
固
定
し
ま
す
。
最
近

で
は
、
吸
収
性
の
プ
レ
ー
ト
も
よ
く

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
歯
の
脱
臼
な
ど
に
対
し
て
も
整

復
、
固
定
を
行
い
、
正
し
い
噛
み
合

わ
せ
を
回
復
さ
せ
ま
す
。

【
口
の
中
の
腫
瘍
】

　
口
の
中
に
で
き
る
腫
瘍
に
は
、
良

性
の
軟
組
織
腫
瘍
、
エ
ナ
メ
ル
上
皮

腫
や
、
悪
性
の
舌
が
ん
、
歯
肉
が
ん
、

唾
液
腺
が
ん
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
口
の
中
に
で
き
る
が
ん
は
、
が
ん

全
体
の
２
パ
ー
セ
ン
ト
と
少
な
い
で

す
が
、
直
接
生
命
に
関
わ
る
と
い
う

重
大
な
病
気
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
口
唇
が
ん
の
よ
う
に

転
移
の
極
め
て
遅
い
も
の
か
ら
、
舌

が
ん
の
よ
う
に
転
移
の
早
い
も
の
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
口
腔
と

い
う
場
所
柄
、
手
術
に
よ
り
摘
出
さ

れ
、
が
ん
自
体
は
治
療
で
き
た
と
し

て
も
、
食
べ
る
こ
と
や
話
す
こ
と
な

ど
に
影
響
が
出
て
生
活
の
質
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
が
ん
の
一
般
的
な
初
期
症
状
は
口

腔
に
硬
い
し
こ
り
が
触
れ
る
こ
と
が

多
く
、
口
内
炎
が
な
か
な
か
治
ら
な

い
と
い
う
場
合
も
要
注
意
で
す
。
舌

が
ん
は
、
舌
の
先
端
や
中
央
部
よ
り

脇
の
部
分
に
で
き
る
こ
と
が
多
く
、

こ
す
っ
て
も
取
れ
な
い
白
い
斑
点
や

赤
い
た
だ
れ
な
ど
が
現
れ
ま
す
。

　
口
腔
に
で
き
た
傷
や
口
内
炎
が
治

り
に
く
い
時
や
、
鏡
な
ど
で
観
察
し

て
違
和
感
を
覚
え
た
時
な
ど
、
ご
心

配
な
と
き
は
早
め
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

ほ り う ち りゅうさ く

こ

う

く

う

　
げ

か

ま

い

ふ

く

し

こ

つ

ま

く

え

ん

し

に
く

ほ
う
ご
う
じ
ゅ
つ

か
い
そ
う
じ
ゅ
つ

ば

っ

し

だ
っ
き
ゅ
う

こ

う

し

ん

な
ん

そ

し
き

し
ゅ

よ
う

じ
ょ
う

ひ

は

ん

て

ん

し
ゅ

ぜ

つ

か

し

ゅ

よ

う
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3月中

ロ
ド
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ゲ
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グ
ス
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ボ

ヨ
イ
チ

チ
ワ
タ

岡
田
　
蒼
生

鈴
木
　
紅
羽

井
筒
　
咲
名

服
部
　
竜
也

青
山
　
凜
音

請
井
　
　
綾

小
原
　
春
香

菅
　
　
羚
希

大
倉
　
彩
人

中
田
　
紗
生

仲
田
　
　
怜

中
村
　
莉
菜

菅
沼
　
堅
太

宮
部
　
　
華

鈴
木
　
野
亜

請
井
　
稜
人

牧
野
　
和
奏

鈴
木
　
理
心

岩
�
　
　
絆

森
田
　
隆
誠

今
泉
　
　
相

鈴
木
　
愼
二

森
　
　
眞
子

森
田
　
彩
乃

男男女女男女女女男男女男女男女女男女男男男男男女女

レ
チ
シ
ア

チ
ワ
タ

竜
児

貴
俊

光
則
　

充
伯
　

浩
司
　

広
忠

博
一

ひ
か
り

幸
二
　

宏
之

純
　
　

元
彦

覚良
樹

康
友
　

直
樹
　

大
輔
　

理
史

俊
行

健
志

尚
也
　

基
広

光
矢

芳
弘

東
新
町

作
手
川
合

引
地
　

平
井

富
沢
　

川
田
　

本
郷
　

高
野
　

八
名
井

野
田
　

川
田
　

八
名
井

名
号
　

内
金
下

中
宇
利

豊
島
　

川
田
　

八
束
穂

紺
西
　

緑
が
丘

庭
野
　

川
路
　

小
阿
寺

杉
平
　

石
田
　

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
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h
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県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
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0
0
7
‐
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0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

3月届出分
3月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

す こ や か 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

能 登 瀬 い き い き 広 場

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

新城保健センター

鳳来保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター和室

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

しんしろ福祉会館相談室

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳 来 総 合 支 所

作 手 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

東部高齢者生きがいセンター

毎週月～金曜日　（要予約）

5/12（月）　午前9時　（要予約）

5/12（月）　午前10時　（要予約）

5/20（火）　午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

5/8（木）午前10時～午後3時※2日（金）正午までに要予約

5/23（金）午前10時～午後3時※20日（火）正午までに要予約

5/14（水）、28（水）　午後1時～4時　（要予約）

5/1（木）、15（木）　午後1時～4時

5/7（水）、21（水）　午後1時～4時

5/12（月）　午後1時～4時

5/28（水）　午後4時～8時　（要予約）

5/13（火）、27（火）　午前10時～午後2時

5/9（金）　午後1時～4時

5/20（火）　午後1時～4時

5/13（火）　午後1時～4時

5/27（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

5/3（土）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）

5/10（土）　午前9時～正午　（要予約）

5/24（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週火～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

5/28（水）　午前10時　（健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

新城保健センター

鳳来保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

作手総合支所地域整備課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

23-8551

32-2811

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-7623

0120-874-412

23-5618

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

37-2211

24-0001

32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

5月の各種相談

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

54

58

4

1

1

0

69

67

－2

70

68

－2

277

295

18

19年

20年

増減

分

累計
3月末
現在

あ

お
　
い

こ
の
　
は

し
ゅ
ん

な

た
つ
　
や

り
ん
　
ね

　
　
　
あ
や

は
る
　
か

り
ょ
う

き

あ

や
　
と

　
さ
　
き

　
　
　
れ
い

　
り

　
な

け

ん
　
た

　
　

は
な

　
の

　
あ

り
ょ
う

と

わ
か
　
な

み
ち

ざ

ね

　
　
　
ば

ん

り
ゅ
う
せ
い

　
　
た
す
く

し

ん
　
じ

　
ま
　

こ

あ

や
　
の
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合唱劇「カネト」

しんしろ市民活動サポートセンター
運営委員会

新
城
公
演

カ
ネ
ト
の
娘
カ
ナ
役

平
野
瑞
季（
入
船
）

設　立

1999年11月　　　

代　表

花井幸雄

会員数

120人

活動内容

①東三河公演に向け毎週練習を行う

②旭川公演に向けて北海道のカネト合唱団との交流を行う

③飯田線の勉強と活性化

　平成12年から、毎年市主催のカルチャートレインに乗車し、歌を披露

④平和と人権を守る運動に参加

　平成16年から、毎年イラクの子どもたちの支援「平和を願ういのちの

　音楽会」に出演

⑤ホームページ

　http://www.kaneto.com/

http:/ shinshirosimin.hamazo.tv/

皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
広
報
し
ん
し
ろ
「
ほ
の
か
」
で
は
、
こ
の
『
し
み
ん
の
ト
ビ
ラ
』

へ
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
紹
介
や
募
集
、
地
区
の
出
来
事
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

耳
寄
り
な
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■本
じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

お問い合わせは、当センター受付へ

新城市字町並304-4
JR新城駅南200m　無料Pあり
TEL24-0001　 FAX22-1112

開館時間は午前9時～午後8時
休館日は月曜日（国民の休日のとき
は、その翌日）

E-mail：kanri@machinami.info 
http://www.machinami.info

　
　
ネ
ト
…
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で
す
。
し
か

　
　
し
、
市
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
人
の

名
前
で
す
。
そ
の
名
前
は
川
村
カ
子
ト
と
言
い

ま
す
。

　
カ
子
ト
さ
ん
は
、
昭
和
の
初
期
、
飯
田
線
の

前
身
で
あ
る
三
信
鉄
道
時
代
、
三
河
川
合
か
ら

天
竜
峡
ま
で
の
険
し
い
山
間
の
測
量
と
、
工
事

の
一
部
を
手
が
け
た
ア
イ
ヌ
民
族
で
す
。

　
合
唱
劇
「
カ
ネ
ト
」
は
、
こ
の
川
村
カ
子
ト

さ
ん
の
物
語
を
本
に
し
た
、
児
童
図
書
「
カ
ネ

ト
〜
炎
の
ア
イ
ヌ
魂
」
（
沢
田
猛
著
）
を
、
藤

村
記
一
郎
さ
ん
が
作
曲
し
、
田
中
寛
次
さ
ん
が

台
本
を
書
き
、
１
時
間
30
分
の
合
唱
と
芝
居
に

仕
立
て
た
も
の
で
す
。

　
　
た
ち
合
唱
団
は
、
新
城
市
を
始
め
豊
橋
市
、

　
　
豊
川
市
な
ど
東
三
河
に
住
む
大
人
と
子
ど

も
120
人
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
15
年
２
月
に
は
、
新
城
文
化
会
館
で
、

110
人
の
団
員
が
舞
台
に
立
ち
歌
い
ま
し
た
。

　
今
、
６
月
８
日

（日）
の
午
後
1
時
30
分
に
、
ア

イ
プ
ラ
ザ
豊
橋
（
旧
豊
橋
勤
労
福
祉
会
館
）
で

行
う
東
三
河
公
演
に
向
け
て
毎
週
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
　
城
市
か
ら
は
、
43
人
（
子
ど
も
21
人
、
大

　
　
人
22
人
）
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
、
カ
子
ト
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
北
海

道
旭
川
市
で
の
公
演
が
実
現
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
取
材
:

清
水
）

「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便
「新
城ま
ちなみ情

報センター」からの定期便

～「人にやさしいまちづくり」を応援します～

障害者職業能力開発校 パソコン訓練開校

～スタートコース開講～

・目的）Windowsの操作を習得し、文書作成、表計算など

　のソフトウエアを扱えるように学習する。

・実施日時）5/13～7/8、火～金曜日の午後0時30分～5

　時30分(うち休憩75分）

・問い合わせ）愛知障害者職業能力開発校　(0533-93-　

　2102）公共職業安定所　(22-1160）

・負担金）テキスト代のみ

・条件）身体障害（弱視を

　含む）の方で、就職を希

　望している方で当施設

　への通学が可能である

　こと。

カ

新

私

か

ね

と

み
ず
き
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　今回、６回目を迎える音楽会には、毎回、邦楽・洋楽・管弦楽・

吹奏楽・クラシック・歌声というように、ジャンルを越えた音楽家

が出演します。

　分野は異なっても願いは１つです。平和への熱き思いです。世界

中の戦争反対の叫びにも関わらず、イラク戦争は起きました。音楽

の力は弱いかもしれませんが、私たちも平和への声を上げたいと１

人の音楽家の願いからこの音楽会は生まれました。

　文明発祥の地、イラク国土は破壊され、今なお犠牲者は増え続け

ています。とくに劣化ウラン弾などで被爆した多くの子どもたち

は、切実に医療支援を待っています。この音楽会に出演してくださ

る団体個人はすべて無償です。それによって得られる収益はすべて

「セイブ・イラクチルドレン名古屋」に寄付されます。

　世相を暗くする事件が多発しています。そしてそれが若者たちの

刹那的な行動を引き起こしています。今こそ、平和やいのちの尊さ

を語らねばと思います。

　ご来場をお待ちしています。

　　　　　　　日　時　５月24日（土）　午後1時開演

　　　　　　　場　所　豊橋市民文化会館　

　　　　　　　入場料　1,000円

チケット取扱所／ユニー新城店・コスタリカ新城店・みかわ市民生協新城店

　　問い合わせ　平和を願ういのちの音楽会2008実行委員会
　代表　及部 十寸保　電話　0532-62-4055・前澤このみ　電話　0536-23-1564

1歳
（平成18年9月10日生）友瑚くん

父　瀧川　賀史さん

母　　　由紀子さん（新城・川路）

｢大好きないちごをパクッ！

　　　　　　　　まいう～　　　｣

TEL  36-0211　e-mail　ta-minal@smile.ocn.ne.jp

TEL  32-2212　e-mail　ariina@smile.ocn.ne.jp

TEL  35-1191　e-mail　nouen@smile.ocn.ne.jp

山びこの丘ほか3施設の指定管理者からの定期便

清流寒狭川のほとりに建つ宿泊施設。

山びこ杯グランドゴルフ大会

「野仏と千枚田を愛で、旧田口線跡を訪ねる」

山 び こ の 丘

鳳来ゆ～ゆ～ありいな

サイクリングターミナル

　緑に囲まれた湯谷温泉

のケア＆スポーツ施設。

　大浴場・露天風呂・水風

呂、トレーニングル－ム、各

種プール。

　大人から子どもまでゆっ

たりのんびりリフレツシュで

きます。

　サイクリングのほかにもテニスや川

遊び、バーベキューが楽しめます。ここ

ちよい疲れの後は、天然石温泉で癒

し。宿泊、バンガローもご利用ください

集　合　午前9時 募集人員 150人

会　場　やまびこの丘 多目的広場

表　彰　男女各1～5位

　　　　飛賞・特別賞・ホールインワン賞

参加費　300円（保険料含む）

その他　弁当・パン・コーヒー・ラムネ

　　　　お菓子などを販売をします。

集　　合　午前9時30分 募集人員 20人（年齢間わず）

集合場所　山びこの丘　テニスコート横管理事務所

参 加 費　1,000円（保険・弁当・お茶代含む）

そ の 他　 ウオーキングに向いた服装・天候によっては雨具

1歳
（平成19年1月7日生）翔太くん

父　神谷　佳宏さん

母　　　由美子さん（新城・平井）

｢唐揚げ大～好き☆｣

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
4
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

野仏が旅人を見守る古街道を歩き、千枚田をめぐるとともに、旧田口
線跡の一部を歩く約9キロメートルのコース。スタッフの解説つき。

ウオーキングの会
5/24日（土）
の

イベント

昨
年
の
よ
う
す

いや

か ん さ が わ

ゆ う ご

せ つ な て き

たきかわ　 しげふみ

しょう た
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ろ

　
全
校
児
童
数
５
人
と
な
っ
た
七
郷

一
色
小
学
校
は
、
平
成
14
年
３
月
で

そ
の
歴
史
を
閉
じ
ま
し
た
。
学
校
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
卒
業
生
や
先

生
方
と
地
元
の
方
た
ち
と
は
、
あ
る

小
さ
な
蝶
に
よ
っ
て
今
も
結
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
45
年
、
大
島
川
の
流
域
で
羽

根
を
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て
も
、
２
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ク
ロ
ツ
バ
メ

シ
ジ
ミ
と
い
う
小
さ
な
蝶
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。

　
食
べ
る
草
の
分
布
も
限
ら
れ
、
飛

ぶ
力
も
弱
い
た
め
、
関
東
か
ら
九
州

に
か
け
て
ぱ
ら
ぱ
ら
と
生
息
し
、
愛

知
県
で
は
初
め
て
の
発
見
で
し
た
。

　
大
島
川
沿
い
で
は
、
ア
ロ
エ
を
小

さ
く
し
た
よ
う
な
ツ
メ
レ
ン
ゲ
と
い

う
多
肉
植
物
だ
け
が
食
べ
物
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
と
く
に
雲
仙
橋
（
大
島
ダ
ム
で
水

没
）
周
辺
の
岩
場
に
ま
と
ま
っ
て
生

え
て
い
ま
し
た
。

　
蝶
の
マ
ニ
ア
に
と
っ
て
は
分
か
り

や
す
い
場
所
で
、
蝶
だ
け
で
な
く
食

草
の
ツ
メ
レ
ン
ゲ
ご
と
採
集
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
現
地
が
荒
れ
始
め
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
心
配
し
た
の
が
、
当
時
七

郷
一
色
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
た
先

生
方
で
、
鈴
木
利
久
先
生
が
中
心
に

な
っ
て
、
環
境
が
よ
く
似
た
学
校
の

石
垣
に
移
植
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
身
近
な
理
科
教
材

と
し
て
活
用
さ
れ
、
児
童
に
と
っ
て

も
地
元
の
方
に
と
っ
て
も
親
し
い
植

物
、
親
し
い
蝶
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
、
畑
の
石
垣
や
岩
場
に

自
生
し
て
い
た
ツ
メ
レ
ン
ゲ
の
よ
う

す
に
も
目
を
注
い
で
く
だ
さ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
時
は
流
れ
、
大
島
ダ
ム
の
工
事
に

よ
っ
て
、
雲
仙
橋
周
辺
の
ツ
メ
レ
ン

ゲ
の
自
生
地
は
、
完
全
に
消
滅
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
10
年
５
月
20
日
、

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
で
は
、

七
郷
一
色
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
幸
い
学
校
の
石
垣
に
も
、
周
辺
の

民
家
の
石
垣
や
岩
場
に
も
、
ツ
メ
レ

ン
ゲ
や
ク
ロ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
の
幼
虫

が
確
認
さ
れ
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
、
調
査
を
指
揮
し
た
鳳
来

寺
山
自
然
科
学
博
物
館
学
術
委
員
で

農
学
博
士
の
大
平
仁
夫
先
生
か
ら
の

勧
め
も
あ
り
、
当
時
の
鳳
来
町
は
、

平
成
11
年
に
「
七
郷
一
色
の
ク
ロ
ツ

バ
メ
シ
ジ
ミ
生
息
地
」
と
し
て
天
然

記
念
物
の
指
定
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
貴
重
な
教

材
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
い
っ
そ
う
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
七
郷
一
色
小
学
校
最
後
の

校
長
と
な
っ
た
鈴
木
孝
始
先
生
（
現

千
郷
小
学
校
校
長
）
の
心
配
の
種
に
、

学
校
と
地
元
が
一
体
と
な
っ
て
見
守

っ
て
き
た
ク
ロ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
学
校
の
石
垣
に
は
、
ク
ロ
ツ
バ
メ

シ
ジ
ミ
の
飛
び
か
う
姿
の
立
派
な
レ

リ
ー
フ
が
残
さ
れ
ま
し
た
が
、
元
気

に
飛
ん
で
こ
そ
の
蝶
で
す
。

　
平
成
19
年
10
月
31
日
、
し
ば
し
ば

調
査
で
伺
っ
て
い
た
請
井
さ
か
ゑ
さ

ん
の
お
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
請
井
さ
ん
の
お
宅
の
裏
は
、
岩
ま

じ
り
の
斜
面
に
続
い
て
い
て
、
ツ
メ

レ
ン
ゲ
の
最
適
の
自
生
地
な
の
で
す
。

　
う
れ
し
い
こ
と
に
、
請
井
さ
ん
の

日
ご
ろ
の
心
づ
か
い
に
守
ら
れ
て
、

ツ
メ
レ
ン
ゲ
は
い
っ
ぱ
い
花
を
つ
け

て
い
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
、
学
校
の
石
垣
の
ツ

メ
レ
ン
ゲ
は
姿
を
消
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
来
の
自
生
地
は
、
地
元
の
方

た
ち
に
よ
っ
て
大
切
に
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
七
郷
一
色
小
学
校
の
卒
業
生
の
皆

さ
ん
、
ご
縁
の
あ
っ
た
先
生
方
、
ご

安
心
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
心
を
結
び
付
け
て
い
る

ク
ロ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
は
、
今
年
も
元

気
に
山
里
を
飛
び
か
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
　
　

クロツバメシジミと
ツメレンゲ

ふ
る
さ
と
の
心
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
小
さ
な
蝶
々

市
民
編
集
委
員

　
　
横
山

良
哲

ふ
る
さ
と
の
心
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
小
さ
な
蝶
々

ち
ょ
う
　
ち
ょ

い
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と
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お
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と
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